
平成24年
5月号

No.086

5

主な内容　p2-5平成24年度予算、p6東日本大震災で被災された方
へ、p7サーモンアームへの派遣募集、p8市長への手紙、p9ふれあ
い座談会、p10農業に関する助成金・支援金　など

表紙　笑遊館の雛かざりを楽しげ
に観る、こども園の園児達。



広報稲敷 平成24年5月号　2

　

 

基
本
方
針

平
成
24
年
度
の
予
算
編
成
は
、

財
政
の
健
全
化
を
維
持
し
な
が

ら
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
事
業
の
完
全
化
、
復
興
事
業

の
迅
速
化
、
さ
ら
に
新
た
な
成

長
に
向
け
た
施
策
へ
の
投
資
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
大
震
災
か

ら
の
再
生
を
図
る
こ
と
を
基
本

方
針
と
し
ま
し
た
。

【
復
旧
・
復
興
事
業
へ
の
予

算
配
分
の
優
先
化
】

・
災
害
復
旧
事
業
の
予
算
措
置

を
本
年
度
で
完
了
し
、
全
施
設

の
完
全
復
旧
の
早
期
化
を
目
指

し
ま
す
。

・
迅
速
に
着
手
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
そ
の
効
果
を
高
め
る
震
災

復
興
事
業
は
、
積
極
的
に
予
算

化
し
ま
す
。

【
戦
略
に
基
づ
く
予
算
編

成
】

・
投
資
的
事
業
に
配
分
す
る
予

算
を
調
整
し
、
復
旧
・
復
興
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
財
源
を

確
保
し
ま
す
。

・
総
合
計
画
な
ど
で
定
め
た
重

点
事
業
に
つ
い
て
は
、
復
旧
・

復
興
事
業
と
並
行
し
て
進
め
、

会計名 平成24年度予算額 平成23年度予算額 比較増減額 比較増減率
一般会計 20,642,450 18,658,000 1,984,450 10.6
特別会計 11,969,790 11,550,346 419,444 3.6

国民健康保険 5,627,922 5,509,016 118,906 2.2
公平委員会 177 168 9 5.4
農業集落排水事業 401,269 383,314 17,955 4.7
公共下水道事業 1,874,985 1,834,009 40,976 2.2
介護保険 3,101,538 2,864,702 236,836 8.3
浮島財産区 1,243 1,245 △2 △0.2
古渡財産区 3,537 3,547 △10 △0.3
基幹水利施設管理事業 128,501 141,921 △13,420 △9.5
後期高齢者医療 830,618 812,424 18,194 2.2

合計 32,612,240 30,208,346 2,403,894 8.0
企業
会計

水道事業 1,528,139 1,422,314 105,825 7.4
工業用水道事業 8,964 12,812 △3,848 △30.0

総額 34,149,343 31,643,472 2,505,871 7.9

目
標
工
程
を
維
持
し
ま
す
。

・
市
再
生
の
た
め
の
新
た
な
成

長
に
向
け
た
施
策
に
対
し
て
、

積
極
的
に
投
資
し
ま
す
。

・
行
財
政
改
革
を
緩
め
る
こ
と

な
く
続
行
し
、
財
政
の
健
全
化

を
維
持
し
ま
す
。

　

 

予
算
規
模
増
加

    

の
主
な
要
因

【
一
般
会
計
】

災
害
復
旧
事
業
費
や
新
利
根
地

区
新
設
小
学
校
建
築
工
事
費
を

計
上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
投

資
的
経
費
の
増
加

【
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
】

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
増
加

【
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
】

江
戸
崎
処
理
区
管
渠
敷
設
工
事

の
増
加

【
介
護
保
険
特
別
会
計
】

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
に
伴

う
保
険
給
付
費
の
増
加

【
水
道
事
業
会
計
】

配
水
管
布
設
事
業
の
増
加

平 成 2 4 年 度 予 算i n a s h i k i  c i t y

- 予算総括表-

一般会計	 206億4,245万円
特別会計	 119億6,979万円
企業会計		  15億3,710万3,000円
総額	 341億4,934万3,000円

一
般
会
計
施
策
別

　
　
　
　
　
主
要
事
業
一
覧

平成24年度予算の概要平成24年度予算の概要

▼

▼

（単位：千円、％）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
０
０
万
円

市
の
食
文
化
や
特
産
品
、
人
を
活
か
し
た

地
域
交
流
事
業
の
促
進
、
震
災
に
よ
り
被

災
し
た
地
域
産
業
の
復
興
、
圏
央
道
を
活

か
し
た
地
域
づ
く
り
を
実
践
し
、
市
の
魅

力
の
充
実
と
発
信
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
　
　

 　
　

 

９
０
７
８
万
６
０
０
０
円

市
内
の
公
共
交
通
体
系
の
整
備
確
保
に
努

め
、
地
域
内
補
完
交
通
の
維
持
・
向
上
を

図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３
億
６
０
０
０
万
円

江
戸
崎
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
促
進
助

成
金
の
財
源
確
保
の
た
め
、
基
金
を
創
設

し
ま
す
。

　
　
　
　
１
億
２
５
１
２
万
１
０
０
０
円

震
災
に
よ
り
被
災
し
た
民
家
な
ど
か
ら
発

生
す
る
、
ガ
レ
キ
受
け
入
れ
処
理
を
す
る

事
業
を
半
年
間
延
長
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
１
６
４
９
万
２
０
０
０
円

震
災
の
影
響
に
よ
る
放
射
線
測
定
や
放
射

能
を
除
染
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
安

全
・
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
２
０
０
万
円

マ
ル
福
（
医
療
費
助
成
）
制
度
の
対
象
を
市

単
独
で
中
学
３
年
生
ま
で
拡
大
し
て
、
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
６
万
円

母
子
家
庭
の
生
活
安
定
の
た
め
に
、
高
等

技
能
訓
練
を
促
進
し
、
資
格
の
取
得
を
図

り
ま
す
。

　
　

 　
　

 　
３
６
３
１
万
４
０
０
０
円

乳
幼
児
検
診
、
各
種
育
児
教
室
、
親
子
相

談
な
ど
を
実
施
し
、
母
子
の
身
体
と
心
の

健
康
維
持
、増
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
不
妊
治
療

費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

 　
　

 　
１
億
２
０
７
万
３
０
０
０
円

定
期
予
防
接
種
、
任
意
予
防
接
種
を
実
施

し
、
り
患
率
を
下
げ
、
市
民
の
健
康
維
持

を
図
り
ま
す
。平
成
24
年
度
か
ら
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す
る
助
成

を
開
始
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
７
２
３
８
万
４
０
０
０
円

新
利
根
統
合
小
学
校
建
設
に
伴
い
、
道
路

排
水
整
備
工
事
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
８
億
３
０
０
０
万
円

前
年
度
に
予
算
計
上
が
で
き
な
か
っ
た
市

道
の
災
害
復
旧
事
業
費
で
、
平
成
24
年
度

中
に
完
全
復
旧
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
１
５
６
万
円

「
一
部
損
壊
」
の
判
定
と
な
っ
て
い
る
り

災
者
が
、
住
宅
を
修
繕
し
た
際
の
経
費
に

つ
い
て
一
部
助
成
し
ま
す
。（
Ｐ
６
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
３
０
０
万
円

低
迷
す
る
個
人
消
費
を
喚
起
し
、
消
費
者

の
生
活
支
援
と
市
内
事
業
所
の
売
上
向
上

を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
２
２
２
２
万
円

小
学
校
施
設
の
環
境
改
善
を
図
る
た
め
、

江
戸
崎
小
、あ
ず
ま
東
小
、あ
ず
ま
西
小
、

あ
ず
ま
北
小
の
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強

事
業
を
進
め
ま
す
。

　
10
億
２
８
８
０
万
５
０
０
０
円

稲
敷
市
学
校
再
編
整
備
実
施
計
画
に
基
づ

き
、
新
利
根
地
区
の
３
つ
の
小
学
校
を
一

つ
に
統
合
し
ま
す
。同
時
に
、
魅
力
あ
る

学
校
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問合せ先：
稲敷市財政課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2802）

ま
ち
づ
く
り
活
性
化
支
援
事
業

江
戸
崎
工
業
団
地
企
業
立
地
促
進

　
　
　
　
　
助
成
金
準
備
基
金
費

東
日
本
大
震
災
対
策
費

小
学
校
屋
内
運
動
場

　
　
　
　
　
　
耐
震
補
強
事
業

新
利
根
地
区
新
設
小
学
校

　
　
　
　
通
学
路
等
整
備
事
業

被
災
住
宅
修
繕
助
成
事
業

母
子
保
健
事
業

放
射
線
対
策
事
業

新
利
根
地
区
新
設
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
建
設
事
業

道
路
橋
梁
災
害
復
旧
事
業

ス
ー
パ
ー
プ
レ
ミ
ア
ム

　
　
　
　
　
商
品
券
発
行
事
業

予
防
接
種
事
業

医
療
福
祉
事
業
の
拡
充

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練

　
　
　
　
　
　
促
進
費
等
事
業

地
域
公
共
交
通
対
策
事
業



5　広報稲敷 平成24年5月号

一
般
会
計
歳
出

【
前
年
度
よ
り
増
加
】

・
消
防
費
…
ガ
レ
キ
処
理
な
ど
の
東
日
本

大
震
災
対
策
費
や
放
射
線
対
策
事
業
の
増

加
。

▽
前
年
度
比
：
約
１
億
３
４
９
５
万
円
増

・
教
育
費
…
新
設
小
学
校
建
設
事
業
、
小

学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
事
業
の
増
加
。

▽
前
年
度
比
：
約
13
億
１
７
７
７
万
円
増

・
災
害
復
旧
費
…
道
路
橋
梁
災
害
復
旧
事

業
の
増
加
。

▽
前
年
度
比
：
約
８
億
２
９
９
９
万
円
増

・
諸
支
出
金
…
江
戸
崎
工
業
団
地
企
業
立

地
促
進
助
成
金
準
備
基
金
（
新
設
基
金
）
お

よ
び
公
共
公
用
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
立

金
の
増
加
。

▽
前
年
度
比
：
約
６
億
５
６
６
０
万
円
増

【
前
年
度
よ
り
減
少
】

・
総
務
費
…
庁
舎
建
設
事
業
費
の
減
少
。

▽
前
年
度
比
：
約
３
億
５
８
６
７
万
円
減

・
民
生
費
…
子
ど
も
手
当
支
給
額
の
改
正
、

民
間
保
育
園
整
備
事
業
の
完
了
に
よ
る
減

少
。

▽
前
年
度
比
：
約
１
億
３
２
９
３
万
円
減

・
土
木
費
…
災
害
復
旧
事
業
を
優
先
し
た

こ
と
に
よ
る
道
路
新
設
改
良
事
業
の
縮
減

や
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
完
了
に
よ

る
減
少
。

▽
前
年
度
比
：
約
３
億
９
８
９
０
万
円
減

一
般
会
計
歳
入

・
市
税
…
法
人
市
民
税
の
減
収
。

固
定
資
産
税
が
土
地
家
屋
の
評

価
替
え
お
よ
び
震
災
に
伴
う
税

の
減
免
措
置
に
よ
る
減
収
。た

ば
こ
税
の
減
収
。

▽
前
年
度
比
：
約
２
億
６
６
８

８
万
円
減

・
地
方
交
付
税
…
震
災
復
興
特

別
交
付
税
が
措
置
さ
れ
る
こ
と

を
見
込
ん
で
の
増
収
。

▽
前
年
度
比
：
６
億
４
７
０
０

万
円
増

・
国
庫
支
出
金
…
子
ど
も
手
当

支
給
事
業
に
対
す
る
負
担
金
の

減
収
。災
害
復
旧
事
業
、
新
設

小
学
校
建
設
、
小
学
校
屋
内
運

動
場
耐
震
補
強
工
事
へ
の
補
助

負
担
金
の
増
収
。

▽
前
年
度
比
：
約
６
億
５
１
７

８
万
円
増

・
繰
入
金
…
土
地
開
発
基
金
を

廃
止
し
、
一
般
会
計
へ
繰
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
る
増
収
。

▽
前
年
度
比
：
約
５
億
８
７
４

３
万
円
増

・
市
債
…
合
併
特
例
債
事
業
債

の
増
収
。

▽
前
年
度
比
：
５
億
７
０
０
０

万
円
増

平 成 2 4 年 度 予 算i n a s h i k i  c i t y

市民一人当たりに使われるお金

合計　　　
451,270円

※4月1日現在の常
住人口から算出

（45,743人）

その他
議会費、商工費、予
備費など

41,489円

公債費
市債の元金、利子の
返済

30,260円

教育費
新設学校の建設費、
給食費など

79,892円

消防費
東日本大震災対策費、
放射線対策費など

24,243円

農林水産業費
農業などに関するこ
と

22,487円

衛生費
予防接種、ゴミ処理
関係など

34,385円

民生費
介護保険、国民健康
保険など

130,540円

総務費
税金の賦課、戸籍関
係など

41,485円

土木費
市道の整備、下水道
の繰出金など

46,489円

平成24年度の予算総額は341億4,934万3,000円（前年度比：25億587万1,000円の増）とな
ります。そのうち、一般会計は206億4,245万円（前年度比：19億8,445万円の増）となります。
※ 円グラフ＝金額は1万円未満切り捨てのため、積み上げと合計が一致しません。また、構成比の合計は表
示単位未満の四捨五入の関係で、必ずしも100% になりません。

繰入金：10億2,994万円

各種交付金等：7億3,966万円

市税：45億7,435万円
22.2％

2.7％

繰越金：2億円

地方交付税：66億6,900万円市債：27億8,590万円

国庫支出金：25億990万円

地方譲与税：3億7,500万円

県支出金：9億2,510万円

分担金及び負担金、使用料及び手
数料、財産収入、寄附金

地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得
税交付金、地方特例交付金、利子割交付金、交通安全対策
特別交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金

その他：2億8,397万円32.3％
13.5％

12.2％

4.5％

1.8％

3.6％

5.0％

1.4％

諸収入：5億4,961万円

議会費、商工費、諸支出金、災害復旧費、予備費

民生費：59億7,130万円

教育費：36億5,448万円

総務費：18億9,766万円

28.9％

10.3％
土木費：21億2,655万円

衛生費：15億7,288万円

公債費：13億8,417万円

農林水産業費：10億2,862万円

消防費：11億894万円

その他：18億9,782万円

17.7％

9.2％

7.6％

6.7％

5.0％

5.4％

9.3％

その他：
8億3,671万円  4.0％

一般会計性質別歳出予算額　 物件費：
26億4,509万円

補助費等：
29億2,098万円

繰出金：
29億1,352万円

38.2％

12.8％14.2％

14.1％16.7％
投資的経費（普通建設事業費、災害復旧事業費）：
34億4,998万円

1.0％

一般会計歳入
財源別予算額一般会計歳出

財源別予算額

義務的経費：78億7,613万円
（人件費、扶助費、公債費）

38.2％
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東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
住
宅
に
つ
い
て
、
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
て
補
修

な
ど
を
行
っ
た
方
に
対
し
、
借

入
金
の
利
子
の
一
部
を
補
給
す

る
事
業
を
行
い
ま
す
。

対
象
：
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
方
。た
だ
し
、
住
宅
が
半

壊
し
解
体
し
た
方
で
、
被
災
者

生
活
再
建
支
援
金
の
支
給
を
受

け
た
場
合
は
、
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

・
自
己
（
ま
た
は
親
族
）
が
所
有

す
る
住
宅
が
大
規
模
半
壊
、
半

壊
、
一
部
損
壊
の
い
ず
れ
か
の

り
災
証
明
を
受
け
て
い
る
方

（
別
荘
、店
舗
、倉
庫
、塀
な
ど
は
対

象
外
）

・
震
災
発
生
時
に
自
己（
ま
た
は

親
族
）
が
被
災
住
宅
に
居
住
し

て
い
た
方

・
被
災
住
宅
の
補
修
、
被
災
住

宅
に
代
わ
る
住
宅
の
建
設
、
購

入
、
ま
た
は
宅
地
復
旧
工
事
の

い
ず
れ
か
を
市
内
で
行
っ
た
方

（
行
う
方
）

・
平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
、

住
宅
復
興
資
金
を
銀
行
な
ど
の

金
融
機
関
で
借
り
入
れ
た
方

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

利
子
補
給
金
額
・
交
付
期

間
：

・
借
入
金
残
高
（
上
限
６
４
０
万

円
）の
１
％
に
あ
た
る
金
額（
１

０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
年

１
回
交
付
し
ま
す
。

・
宅
地
復
旧
工
事
を
伴
う
場
合

は
、
１
０
３
０
万
円
を
上
限
と

し
、
宅
地
復
旧
工
事
の
み
の
場

合
は
、
３
９
０
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

・
利
子
補
給
金
の
交
付
期
間
は
、

最
長
５
年
間
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
：
必
要
書
類
を
持

参
の
う
え
、
各
庁
舎
総
合
窓
口

課
（
東
庁
舎
は
都
市
計
画
課
）
で

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
、

一
部
損
壊
程
度
の
被
害
（
全
壊
、

大
規
模
半
壊
お
よ
び
半
壊
を
除
く
）

を
受
け
た
住
宅
の
修
繕
を
行
っ

た
場
合
、
そ
の
修
繕
に
係
る
経

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
：
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
方
。た
だ
し
、
借
家
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

・
稲
敷
市
に
住
民
登
録
を
し
て

い
る
方

・
実
際
に
居
住
し
て
い
る
市
内

の
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
非
住
家

は
該
当
し
な
い
）

・
一
部
損
壊
の
り
災
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

・
修
繕
費
用
が
50
万
円
以
上（
消

費
税
含
む
）の
場
合

・
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と（
世

帯
員
）

対
象
工
事
：
被
災
し
た
住
宅

の
屋
根
、瓦
、外
壁
、基
礎
な
ど

の
修
繕
工
事

※
昨
年
中
の
修
繕
に
つ
い
て
も

対
象
に
な
り
ま
す
。（
平
成
23
年

３
月
11
日
以
降
の
修
繕
）

※
門
や
塀
、
外
溝
工
事
、
備
品

の
購
入
ま
た
は
交
換
、
自
分
で

修
繕
し
た
場
合
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

助
成
額
：
対
象
工
事
費
の
10

％
（
千
円
未
満
切
捨
て
、
限
度
額

10
万
円
）

※
1
世
帯
で
1
回
の
み
の
申
請

と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法
：
修
繕
工
事
が
完

了
し
て
か
ら
の
申
請
に
な
り
ま

す
。工
事
完
了
後
、
必
要
書
類

を
持
参
の
う
え
、
各
庁
舎
総
合

窓
口
課（
東
庁
舎
は
都
市
計
画
課
）

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
振
込
口
座
な
ど
の
記
入
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

必
要
書
類
：

・
領
収
書

・
見
積
書
ま
た
は
工
事
内
訳
書

（
工
事
の
内
容
が
分
か
る
も
の
）

・
工
事
前
後
の
修
繕
部
分
の
写

真・
印
鑑

申
請
期
限
：
平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で

思
い
出
に
残
る
貴
重
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
カ
ナ
ダ
・
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
へ
中
・
高
生
を
派
遣

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

　
住
宅
の
「
修
繕
費
」
や
「
借
入
金
の
利
子
」
の
一
部
を
助
成
・
補
給
し
ま
す

３月25日から4月1日の8日間にわたり、姉
妹都市であるサーモンアーム市より17人（大

人7人、中高生10人）の使節団が稲敷市を訪問
しました。それぞれが市内のお宅にホームス
テイし、中学校での交流会や東京研修など、
日本の文化に触れながら友好を深めました。
　今回、ホストファミリーとして14家族の
方々が受け入れに協力してくださいました。
　ご協力ありがとうございました。　

今
年
の
夏
、
稲
敷
市
で
は
第
６

回
親
善
大
使
海
外
派
遣
事
業
と

し
て
、
姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
サ

ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
へ
中
学
生
・

高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

　
一
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生

活
を
通
じ
、
カ
ナ
ダ
の
大
自
然

の
中
で
貴
重
な
海
外
で
の
家
庭

生
活
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
ぜ
ひ
カ

ナ
ダ
へ
！
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な

い
貴
重
な
感
動
が
待
っ
て
い
ま

す
！

派
遣
期
間
：
８
月
18
日
（
土
）

〜
28
日（
火
）

募
集
人
員
：
20
名

※
応
募
者
が
10
名
未
満
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間
：
５
月
７
日
（
月
）

〜
25
日
（
金
）　

※
土
日
を
除

く
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5

時 （
応
募
書
類
配
布
も
同
様
）

応
募
資
格
：
稲
敷
市
在
住
の

中
学
生・高
校
生
で
あ
る
こ
と
。

／
派
遣
前
の
結
団
式
、
事
前
研

修
な
ど
に
参
加
で
き
る
方
。
／

心
身
が
健
康
で
、
協
調
性
に
富

み
、
規
律
あ
る
団
体
行
動
お
よ

び
生
活
が
で
き
る
方
。
／
帰
国

後
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な

ど
の
、
国
際
交
流
推
進
事
業
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
方
。
／

過
去
に
国
・
市
町
村
の
行
う
同

種
の
派
遣
事
業
へ
参
加
し
て
い

な
い
方
。

応
募
方
法
：
応
募
希
望
者

は
、
応
募
書
類
を
５
月
25
日

（
金
）ま
で
に
、
稲
敷
市
企
画
課

ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
：
派
遣
申
込
書（
写

真
１
枚
添
付
）
／
推
薦
調
書
（
学

校
長
の
承
諾
が
必
要
で
す
）

　
応
募
書
類
は
、
稲
敷
市
企
画

課
・
市
内
各
中
学
校
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

派
遣
者
の
選
考
お
よ
び
決

定
：
選
考
後
（
抽
選
の
場
合
あ

り
）、本
人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

経
費
負
担
：
経
費
総
額
は
、

約
30
万
円
程
度
の
予
定
で
す
。

た
だ
し
、
15
万
円
を
上
限
と
し

て
総
経
費
の
２
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
に
要
す
る

費
用
（
約
1
万
円
）
と
小
遣
い
な

ど
個
人
的
費
用
は
参
加
者
負

担
。参
加
人
数
や
燃
油
特
別
付

加
運
賃
に
よ
り
経
費
負
担
額
の

変
更
あ
り
。

問
合
せ
先
：
稲
敷
市
企
画
課

（
江
戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

２
６
０
５
）

	 派遣日程（予定）
８月18日（土）	 成田からサーモンアームへ	 ホームステイ
	 19日（日）〜24日（金）	サーモンアーム滞在		  ホームステイ
　　25日（土）	 バンフ市へバス移動		  市内観光
　　26日（日）	 バンフ近郊観光			   コロンビア大氷原など
　　27日（月）	 カルガリーからバンクーバーへ	 国内線から国際線へ乗換え
　　28日（火）	 成田到着	

カナダからの親善使節団が来訪！

一部損壊住宅の修繕費の助成…

被災住宅復興支援利子補給事業…

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
：

・
り
災
証
明
書
の
写
し

・
金
銭
消
費
貸
借
契
約
書
の
写

し・
償
還
表
（
返
済
予
定
表
）
の
写

し・
工
事
請
負
契
約
書
、
ま
た
は

売
買
契
約
書
の
写
し
（
該
当
す

る
場
合
）

・
住
民
票
謄
本　
※
申
請
者
と

住
宅
の
所
有
者
が
異
な
る
場
合

は
、
親
族
関
係
の
わ
か
る
書
類

（
戸
籍
謄
本
な
ど
）
が
必
要
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
受
付
期
間
：
８
月
１
日

（
水
）〜
平
成
26
年
３
月
31
日

問合せ先：稲敷市都市計画課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線 5700・5702）
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市長が皆さんと市政の井戸端話を　
稲敷ふれあい座談会を受付中

市民の皆さんのご意見や提言などを、市長と膝を交
えて意見を交換する場です。より一層開かれた市政
にしていくために、皆さんのお考えをお聞かせくだ
さい。
　お気軽にご応募ください。

こ
の
座
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
や
提
言
な
ど
を
幅

広
く
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
よ
り
一
層
開
か
れ
た
市

政
の
実
現
と
市
民
参
画
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
の
も
の
で
す
。

▼
座
談
会
で
の
話
題

座
談
会
の
内
容
は
、
ま
ち
づ
く

り
、教
育
、福
祉
、環
境
な
ど
の

行
政
運
営
全
般
で
す
。よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
建

設
的
な
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
こ
こ
で
話
し
合
わ
れ
た
座
談

会
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
長
が
市
政
の
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
場
で
即
答
で
き

な
か
っ
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
後
日
代
表
の
方
に
書
面
に

て
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
の
で
き
る
団
体

応
募
で
き
る
の
は
、
市
民
団
体

な
ど
で
す
。次
の
内
容
に
該
当

す
る
団
体
と
し
ま
す
。

① 

団
体
の
人
数
は
、気
兼
ね
な

く
話
し
合
い
が
で
き
る
よ
う
に
、

お
お
む
ね
10
名
以
上
30
名
以
内

と
し
ま
す
。

② 

主
に
市
内
に
在
住
し
て
い

る
か
、
市
内
に
通
勤（
通
学
）し

て
い
る
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る

団
体
と
し
ま
す
。

③ 

市
に
事
務
局
が
あ
る
団
体

か
、
公
共
的
団
体
、
ま
た
は
行

政
区
長
が
認
め
た
任
意
の
団
体

（
グ
ル
ー
プ
）
に
属
し
て
い
る
団

体
と
し
ま
す
。

例
：
文
化
協
会
や
体
育
協
会
な

ど
に
登
録
し
て
あ
る
団
体
、
商

工
会
や
農
協
な
ど

④ 

営
利
を
目
的
と
し
た
り
、政

治
、
宗
教
的
活
動
を
目
的
と
し

な
い
団
体
と
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

座
談
会
に
申
し
込
み
を
希
望
す

る
団
体
は
、
希
望
日
の
１
か
月

前
ま
で
に
「
稲
敷
ふ
れ
あ
い
座

談
会
開
催
申
込
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
市
役
所
各
庁
舎
や

公
民
館
な
ど
市
の
施
設
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。ま
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
市
長
の
部
屋
」
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
提
出
先
は
、
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
（
江
戸
崎
庁
舎
は
秘
書
広
聴

課
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
可
否
に
つ
い
て

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
内
容
に

つ
い
て
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
申
し
込
み
を
受
け
た
日
か

ら
15
日
以
内
に
、「
稲
敷
ふ
れ

あ
い
座
談
会
開
催
可
否
通
知

書
」
で
可
否
を
通
知
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
開
催
方
法

開
催
を
決
定
し
た
座
談
会
の
開

催
日
時
や
会
場
は
、
市
長
の
日

程
を
調
整
し
た
後
、
申
請
し
て

い
た
だ
い
た
団
体
の
代
表
者
の

方
と
協
議
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
役
所
各
庁
舎
や
地
区
公
民
館

な
ど
の
公
共
施
設
、
公
益
的
施

設
、
地
域
の
集
会
施
設
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
市
の
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は

開
催
側
で
調
整
を
と
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
集
会
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
申
請
団
体
側
で
お

願
い
し
ま
す
。ま
た
、
飲
食
店

な
ど
で
の
開
催
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
座
談
会
の
開
催
時
間

は
、
お
お
む
ね
１
時
間
と
し
ま

す
。

▼
座
談
会
の
内
容
の
公
表

座
談
会
の
内
容
や
実
施
状
況
に

つ
い
て
は
、
広
報
紙
な
ど
で
掲

載
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
公
表
に
当
た
っ
て
の

個
人
情
報
の
保
護
に
つ
き
ま
し

て
は
、
十
分
配
慮
し
て
い
き
ま

す
。

▼
問
合
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸
崎

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
０
）

「市長への手紙」まちづくりにあなたの声を
市民の皆様のご意見・ご提案をお願いします

「
市
長
へ
の
手
紙
（
住
民
提
案
カ

ー
ド
）」
は
、
皆
様
の
声
を
反
映

さ
せ
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
を
目
的
に
し
た
、
手
紙
に
よ

る
提
案
制
度
で
す
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
広
報

紙
に
折
り
込
む
と
と
も
に
、
市

役
所
各
庁
舎
を
は
じ
め
公
民
館

な
ど
市
の
施
設
に
置
い
て
あ
り

行財政
　人口問題への対応　	 1件
　健全な自治体経営の推進	 3件
　公共施設の管理と適正配置	 12件
　広報・広聴	 4件

住民参画
　市民活動の推進	 2件
　人権の尊重	 1件

教育・文化
　義務教育	 3件
　生涯学習の推進	 1件
　歴史・文化	 1件

保健・福祉
　介護保険制度	 1件
　健康づくりの推進	 1件

平成23年度「市長への手紙」内容別集計

産業
　農業・水産業の振興	 2件
　商業の振興	 1件
　観光の振興	 4件

都市基盤・生活環境
　計画的土地利用の推進	 1件
　住宅・住環境	 1件
　道路	 7件
　公共交通	 7件
　公園・緑地	 3件
　防災	 5件
　消防・救急	 6件
　防犯	 2件
　交通安全	 1件
　地域情報化	 2件

環境保全・自然環境
　地球環境の保全と
　　　循環型社会の構築	 2件

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ま
た
、
提
案
者
に
は
で
き

る
限
り
文
書
な
ど
で
回
答
し
て

い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
58
通
74
件
の

内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
一
つ
の
手
紙
に
複
数
の
提
案
な
ど

が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
紙
の
数
と

提
案
数
は
一
致
し
ま
せ
ん
）

　

ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸
崎

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
０
）

ま
す
。稲
敷
市
の
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
に
、
日
ご
ろ
市

民
の
皆
様
が
考
え
て
い
る
こ
と
、

望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
、
今
年

も　
た
く
さ
ん
の
手
紙
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
様
か
ら
届
い
た
手
紙
は
、

す
べ
て
市
長
が
読
み
、
関
係
各

課
に
回
付
し
、
市
政
運
営
の
参

平成23年度実施状況

　開催回数：23回
　内容：下水道、工業団地、ゴミ処
	 理場、通学路など
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リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
の
工
事
終
了

　

４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
！

平
成
21
年
度
よ
り
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
た
、
稲
敷
市
リ
バ
ー

サ
イ
ド
公
園
の
公
園
整
備
が
完

了
し
ま
し
た
。 

　
た
だ
し
、
左
図
の
赤
色
の
芝

生
広
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
芝

生
養
生
の
た
め
、
５
月
中
旬
ま

で
は
立
入
禁
止
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

　
新
し
く
な
っ
た
リ
バ
ー
サ
イ

ド
公
園
へ
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

農
地
集
積
協
力
金
（
経
営

転
換
協
力
金
）

農
業
を
お
辞
め
に
な
る
方
（
ま

た
は
土
地
利
用
型
農
業
か
ら
経
営

転
換
す
る
方
）が
、
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
場
合
、
面
積
に
応

じ
て
国
か
ら
助
成
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

▼
助
成
金
額

利
用
権
設
定
面
積

・
０
・
５
ｈ
ａ
以
下
＝
30
万
円

・
０
・
５
ｈ
ａ
超
～
２
・
０
ｈ
ａ

以
下
＝
50
万
円

・
２
・
０
ｈ
ａ
超
＝
70
万
円

▼
要
件

全
て
の
自
作
地
を
稲
敷
市
農
業

公
社
へ
白
紙
委
任（
借
り
手
先
を

指
定
せ
ず
借
り
手
先
の
選
定
を
委

任
す
る
こ
と
）を
行
い
、
同
じ
地

域
の
認
定
農
業
者
な
ど
へ
６
年

以
上
の
利
用
権
設
定
に
よ
り
貸

し
付
け
さ
れ
た
場
合
で
、
次
の

要
件
を
全
て
満
た
す
方
。

・
自
ら
耕
作
し
て
い
る
方
で
あ

る
こ
と
。（
他
の
方
に
耕
作
を
お

願
い
し
て
い
る
方
は
対
象
外
）

・
所
有
す
る
全
て
の
農
地
が
白

紙
委
任
に
よ
る
利
用
権
設
定
に

よ
り
、
同
じ
地
域
の
認
定
農
業

者
な
ど
に
貸
し
付
け
さ
れ
る
こ

と
。（
経
営
転
換
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
土
地
利
用
型
作
物
以
外
の

作
物
を
栽
培
す
る
農
地
を
除
く
）

・
今
後
10
年
間
、
農
作
物
の
販

売
を
行
わ
な
い
こ
と
。

・
前
年
度
ま
た
は
本
年
度
の
戸

別
所
得
補
償
制
度
の
加
入
者
で

あ
る
こ
と
。

・
耕
作
放
棄
地
を
保
有
し
て
い

な
い
こ
と
。

担
い
手
農
用
地
利
用
集

積
促
進
事
業

新
た
に
３
年
以
上
の
利
用
権
設

定
に
よ
り
農
地
を
認
定
農
業
者

に
貸
し
付
け
し
た
場
合
、
農
地

の
貸
し
手
に
対
し
て
市
か
ら
助

成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
農
地
の
貸
し
手
お
よ
び
借
り

手
双
方
が
、
市
内
に
住
所
を
有

し
、
か
つ
、
生
産
調
整
目
標
面

積
の
達
成
農
家
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
農
地
集
積
協
力
金
を
受
給
さ

れ
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

該
当
と
な
る
方
に
は
、
12
月
頃

に
農
政
課
よ
り
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。

▼
助
成
金
額

１
０
０
０
０
円
／
10
ａ

青
年
就
農
給
付
金
（
経
営

開
始
型
）

新
た
に
農
業
を
始
め
た
方
で
、

経
営
が
安
定
す
る
ま
で
の
間
、

最
長
５
年
間
、
年
間
１
５
０
万

円
が
給
付
さ
れ
る
制
度
が
国
で

創
設
さ
れ
ま
し
た
。次
の
要
件

を
全
て
満
た
す
場
合
に
、
国
か

ら
支
援
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

▼
要
件

・
45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営
就

農
す
る
方
で
あ
る
こ
と
。

・
自
ら
農
地
の
所
有
権
も
し
く

は
利
用
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
主
要
な
機
械
や
施
設
を
自
ら

所
有
・
貸
借
し
て
い
る
こ
と
。

・本
人
名
義
で
生
産
物
を
出
荷・

取
引
し
て
い
る
こ
と
。

・
本
人
名
義
の
通
帳
が
あ
り
、

売
上
や
経
費
の
支
出
な
ど
の
経

営
収
支
を
通
帳
・
帳
簿
で
管
理

し
て
い
る
こ
と
。

※
親
元
に
就
農
す
る
場
合
は
原

則
と
し
て
対
象
外
で
す
。し
か

し
、
親
の
経
営
に
従
事
し
て
か

ら
５
年
以
内
に
経
営
を
継
承
す

る
場
合
や
、
親
の
経
営
か
ら
独

立
し
た
部
門
経
営
を
行
う
場
合

は
、
そ
の
時
点
か
ら
対
象
と
な

り
ま
す
。ま
た
、
こ
の
給
付
金

を
除
く
総
所
得
の
合
計
が
２
５

０
万
円
を
超
え
た
場
合
は
給
付

停
止
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
20
年
４
月
以
降
に
就
農

し
た
方
に
つ
い
て
も
対
象
と
な

り
ま
す
が
、
給
付
は
就
農
後
５

年
目
ま
で
と
な
り
ま
す
。

注
：
現
在
、
国
に
お
い
て
協
議

中
で
あ
り
、
今
後
、
内
容
に
つ

い
て
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

農業に関する助成金・支援金　
農地集積協力金（経営転換協力金）など

農業に従事する方などを対象に、国や市から助成金
や補助金が支給されます。

●稲敷市農政課農政企画係（東庁舎）

　tel.029-892-2000（内線 5208）

小 野 川

出入口

出入口

出入口

立入禁止（5月中旬まで）
ウォーキングコース
展望デッキ
遊具＆広場
駐車場

☆公園略図☆

江戸崎
中学校
江戸崎
中学校

ＪＡ稲敷ＪＡ稲敷

大正橋大正橋

市役所
江戸崎庁舎
市役所
江戸崎庁舎

江
戸
崎

商
店
街

バス停バス停

公 

園

さ
い
。 

■ 

注
意

・
み
ん
な
の
公
園
で
す
。み
ん

な
で
キ
レ
イ
に
し
ま
し
ょ
う
！

・
ゴ
ミ
や
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
の
お

持
ち
帰
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課
（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
０
・
５
７
０
２
）

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

　

６
月
に
桜
川
地
区
・
新
利
根
地
区
に
て

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
収
集
対
策
協
議
会
で
は
、
６

月
に
桜
川
地
区
・
新
利
根
地
区

で
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し

た
使
用
済
農
業
用
ビ
ニ
ル
・
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収
を
行
い
ま

す
。東
地
区
・
江
戸
崎
地
区
で

の
回
収
は
11
月
か
ら
12
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
排
出
さ
れ
る
方
は
登
録
料
・

処
理
料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
東
地
区
・
江
戸
崎
地

区
へ
の
排
出
予
定
の
方
は
、
広

報
10
月
号
に
て
改
め
て
掲
載
し

ま
す
の
で
、
そ
の
時
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

申
込
方
法

５
月
31
日（
木
）ま
で
に
、
農
政

課
農
林
水
産
係
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。そ
の
際
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
回
収
品
目

（
農
ビ
・
農
ポ
リ
の
量
、
苗
箱
の
枚

数
）
を
確
認
し
ま
す
。回
収
日

時
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

申
込
者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
政
課
農
林
水
産
係

（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７

８
︲
３
３
８
５

- 回収品目-
① 使用済農ビ＝使用済農ビのみで、黒色、糸入りは回収しません。
※ 農ビには、統一マーク「農ビ」をブルー系でプリントしてあります。
② 使用済農ポリ＝ハウス等被覆用ポリ、マルチフィルム、寒冷紗、不
織布、遮光シート、果実下敷材、灌水・散水チューブ、マイカ線、苗箱、
園芸用育苗トレイ・ポット、肥料袋、畦シート、ポリコンテナなど
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公
売
情
報

　

軽
自
動
車
四
輪
貨
物
、コ
ン
バ
イ
ン

■ 

日
時

▽
下
見
会
：
５
月
15
日
（
火
）

～
18
日（
金
）　
午
前
10
時
～
午

後
３
時　
▽
公
売
：
５
月
25
日

（
金
）　
受
付
＝
午
前
９
時
45
分

～
／
説
明
＝
午
前
10
時
～
／
入

札
＝
午
前
10
時
20
分
～

■ 

場
所

稲
敷
市
桜
川
庁
舎（
稲
敷
市
須
賀

津
２
０
８
番
地
）

▽
下
見
受
付
：
納
税
課
（
桜
川

庁
舎
）　

▽
入
札
：
桜
川
庁
舎

分
庁
舎
大
会
議
室

■ 

当
日
に
持
参
い
た
だ
く

も
の

・
公
売
保
証
金
（
公
売
財
産
ご
と

に
定
め
た
金
額
。現
金
ま
た
は
銀

行
振
出
の
小
切
手
）

・
身
分
を
証
明
す
る
も
の（
入
札

に
参
加
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

な
ど
）

・
印
鑑　
※
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可

（
入
札
者
が
個
人
の
場
合
は
、
本
人

の
印
鑑
。法
人
の
場
合
は
、
そ
の
代

表
者
の
印
鑑
。代
理
人
の
場
合
は
、

代
理
人
の
印
鑑
）

・
委
任
状
（
代
理
人
や
法
人
の
従

業
員
が
、
入
札
に
参
加
す
る
場
合

に
必
要
）

■ 

そ
の
他
・
注
意
事
項
な
ど

・
掲
載
さ
れ
て
い
る
公
売
財
産

は
、
事
前
に
中
止
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。入
札
前
に
公
売

実
施
の
有
無
を
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
際
し
て
は
、
公
売
財

産
の
下
見
会
を
実
施
し
ま
す
の

で
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

・
公
売
財
産
に
隠
れ
た
瑕
疵
が

あ
っ
た
場
合
、
稲
敷
市
は
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。

■ 

売
却
決
定

▽
日
時
：
６
月
１
日（
金
）　
午

前
10
時　
▽
場
所
：
稲
敷
市
桜

川
庁
舎

■ 

公
売
代
金
納
付
期
限

６
月
１
日（
金
）　
午
後
２
時

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
納
税
課
（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
１
２
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
結
果

　

平
成
23
年
度
第
１
回

平
成
23
年
度
第
１
回
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
売
（
入
札

期
間
：
３
月
２
日
～
３
月
９
日
）

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

今
後
も
厳
正
、
的
確
な
滞
納
処

分
を
も
っ
て
、
税
の
公
平
性
確

保
に
つ
と
め
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
納
税
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
１
２
）

車名	 ダイハツ（軽自動車四輪貨物）
型式	 GD-S200P
年式	 H11（マニュアル車）
走行距離	 129,992Ｋｍ
車検	 なし
その他	 スペーアタイヤなし、エアコンなし
見積価格	 50,000円
公売保証金	 5,000円

種類	 コンバイン（自脱型）
形式	 ヤンマー CA300SG
使用時間	 320時間
見積価格	 100,000円
公売保証金	 10,000円

毎
月
勤
労
統
計
調
査

　

調
査
に
ご
協
力
を

厚
生
労
働
省
で
は
、
新
利
根
地

区
の
一
部
で
「
毎
月
勤
労
統
計

調
査
」を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
事
業
所
の
雇

用
、
給
与
お
よ
び
労
働
時
間
の

変
動
を
調
べ
、
各
種
施
策
の
基

礎
資
料
と
す
る
も
の
で
す
。

　
お
答
え
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
調
査
に

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
事
業
所

に
迷
惑
が
か
か
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。６
月
か
ら
平
成
25
年

12
月
に
国
で
選
定
し
た
事
業
所

へ
、
調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

茨
城
県
統
計
課
人
口
労
働
担
当

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
２
６
４

９No 公売財産の種別と所在など 見積価格 最高価格 入札参加者

1
（土地）
稲敷市高田字千葉野3708番
宅地966.20㎡

950,000円 0人

2

（土地）
稲敷市月出里字砂ソコ台447番10
宅地165.30㎡

（建物）
稲敷市月出里字砂ソコ447番地10
居宅　木造瓦葺平家建55.02㎡

1,350,000円 2,350,722円 4人
（参加申込み7人）

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

昨
年
申
請
し
た
方
も
申
請
が
必
要
で
す

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
使

用
す
る
軽
自
動
車（
こ
れ
ら
の
方

と
生
計
を
共
に
す
る
方
が
、
障
が

い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る

軽
自
動
車
も
含
む
）
は
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
に
軽
自
動

車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。（
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
場
合

を
除
く
）

　
今
年
初
め
て
減
免
制
度
を
受

け
る
方
は
、税
務
課（
桜
川
庁
舎
）

で
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、

障
害
者
手
帳
、
納
税
通
知
書
、

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。昨

年
と
同
じ
車
両
で
減
免
制
度
を

受
け
る
方
は
、
各
庁
舎
総
合
窓

口
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
減
免
申
請
は
、
軽
自
動
車
税

納
期
の
一
週
間
前
ま
で
の
５
月

24
日（
木
）ま
で
の
受
け
付
け
と

な
り
ま
す
。

■ 

軽
自
動
車
税
の
納
期
限

軽
自
動
車
税
は
毎
年
４
月
１
日

現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。

　
５
月
中
旬
に
平
成
24
年
度
軽

自
動
車
税
納
税
通
知
書
が
発
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
５
月
31
日

（
木
）ま
で
に
納
税
を
お
願
い
し

ま
す
。納
付
書
が
届
か
な
い
場

合
に
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
１
０
）

「
商
品
を
送
る
」と
い
う
電
話
に
注
意

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

「
社
名
も
告
げ
ず
、
水
や
海
鮮

物
を
送
る
」
と
い
う
電
話
が
来

た
と
い
う
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
は
っ
き
り
断
り
た
い
が
相
手

の
連
絡
先
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

り
、
断
っ
た
つ
も
り
で
も
商
品

が
届
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
相
手
が
、
事
業
者
名
や
電
話

の
目
的
な
ど
を
き
ち
ん
と
説
明

し
な
い
と
き
は
、
話
を
聞
か
ず

に「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」と
、は

っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。「
無

料
で
す
」
と
言
わ
れ
て
も
、
何

が
無
料
な
の
か
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
荷
物
が
届
い
た
場
合
は
、
相

手
が
勝
手
に
送
っ
て
き
た
こ
と

を
宅
配
の
方
に
伝
え
、
持
っ
て

帰
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。も

し
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

開
封
す
る
前
に
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
消
費
生
活
に
関
す

る
苦
情
、
ト
ラ
ブ
ル
は
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。情
報
提
供
も
お
願
い
し
ま

す
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

▽
相
談
日
時　

月
・
水
・
木
・

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０



広報稲敷 平成24年5月号　1415　広報稲敷 平成24年5月号

トピックストピックス

古
文
書
講
座

　

歴
史
民
俗
資
料
館

資
料
館
講
座
「
古
文
書
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。稲
敷
市
に
か

か
わ
る
身
近
な
古
文
書
を
テ
キ

ス
ト
に
、
古
文
書
に
書
か
れ
て

い
る
内
容
を
読
み
解
い
て
い
き

ま
す
。

　
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
第
２
日
曜
日　
午
後

２
時
～
４
時
（
第
１
回
は
６
月
３

日
。１
月
は
27
日
開
催
）　

▽
会

場
：
市
立
図
書
館
２
階
会
議
室

▽
対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
の

方
優
先　
▽
申
込
方
法
：
資
料

館
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い　

▽
定
員
：
10
名
程
度

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）　

▽
受
講
料
：
無
料　

▽
そ
の

他
：
教
材
・
資
料
は
資
料
館
の

収
蔵
品
を
利
用
。別
途
必
要
と

な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
受

講
生
の
負
担

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１

表
彰

　

新
東
小
が「
み
ど
り
の
奨
励
賞
」を
受
賞

新
東
小
学
校
が
「
み
ど
り
の
奨

励
賞
（
全
国
み
ど
り
の
少
年
団
連

盟
会
長
賞
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
全
国
で
５
校
の
み
選
出
）

　
こ
れ
は
、
新
東
小
が
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
を
生
か
し
、
保
護

者
や
地
域
住
民
と
連
携
協
力
し

て
様
々
な
自
然
体
験
活
動
（
米

づ
く
り
、
霞
ヶ
浦
再
生
活
動
な
ど
）

や
環
境
美
化
活
動（
ク
リ
ー
ン
作

戦
な
ど
）
を
行
っ
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
野
外
で
の
活
動
は
、「
学
び
」

そ
の
も
の
で
す
。子
ど
も
達
は

活
動
を
通
し
て
、「
自
然
の
素

晴
ら
し
さ
・
命
の
大
切
さ
・
郷

土
の
よ
さ
・
協
力
」
な
ど
を
学

ん
で
い
ま
す
。

お詫びと訂正
広報稲敷4月号に掲載しました、「NHK のど自慢」の内容に一部誤
りがありました。
■ 観覧希望の申込方法「往復はがきの往信おもて」

なお、誤の住所でも市役所には郵送されます。
ご心配、ご迷惑をおかけしまして、大変申し訳ございませんでした。

人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
毎
年

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
周
知
と
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住

民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
相
談
を
受
け
、
被
害
救
済

の
た
め
に
速
や
か
に
適
切
な
処

理
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
街
頭
啓
発
や
講
演
会
な

ど
を
通
じ
て
、
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
の
活
動
に
も
務
め

て
い
ま
す
。人
権
問
題
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、
人
権
擁
護
委

員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
人
権
推
進
室
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
３
０
０
）

- 人権擁護委員（敬称略）-
南井純雄　　tel.029-892-2640
林崎美代子　tel.029-892-6251
酒井義雄　　tel.029-892-0333
幸田勝夫　　tel.0297-87-2042
吉岡かつ子　tel.0297-87-2823
一鍬田忠夫　tel.0299-79-1360
坂本秀子　　tel.0299-78-0132
遠藤政男　　tel.029-894-3211
人見みどり　tel.029-894-6923

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
活
用

　

山
車
の
改
修

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、

宝
く
じ
の
収
益
金
を
地
域
の
発

展
に
活
か
そ
う
と
、
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
田
宿
町
内
会
で
は
、
昭
和
22

年
に
新
造
さ
れ
老
朽
化
が
著
し

か
っ
た
山
車
に
つ
い
て
、
平
成

23
年
度
の
助
成
を
受
け
、
改
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
７
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
祇
園

祭
で
は
、
き
れ
い

に
改
修
さ
れ
た
姿

が
お
披
露
目
さ
れ

る
予
定
で
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
企
画
課

（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
６
０
６
）

誤 正
〒310-0595 〒300-0595
江戸崎甲3227-1 江戸崎甲3277-1

住
民
基
本
台
帳

　

一
部
の
写
し
の
閲
覧
状
況
を
公
表
し
ま
す

平
成
23
年
４
月
１
日
～

平
成
24
年
３
月
１
日
ま

で
の
個
人
ま
た
は
法
人

の
申
し
出
に
よ
る
、
住

民
基
本
台
帳
の
一
部
の

写
し
の
閲
覧
状
況
に
つ

い
て
公
表
し
ま
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
法

（
昭
和
42
年
法
律
第
81
号
）

第
11
条
の
２
第
12
項
規

定■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
市
民
課
（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
２
０
３
）

申出者の氏名 利用目的 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲
（社）中央調査社
会長 中田正博

「防災・エネルギー・
生活に関する世論調
査」の対象者抽出

平成23年11月8日 下根本地区　16 歳以上
の男女12人

（株）ビデオリサーチ
代表取締役社長 若杉五馬

「全国たばこ喫煙者率
調査」の対象者抽出 平成23年12月14日

市崎地区　大正 11 年 5
月1日～平成4年4月30
日生まれの男女20人

（株）サーベイリサーチセン
ター
代表取締役 藤澤士朗

「テレビ放送に関する
アンケート」の対象
者抽出

平成23年12月21日 蒲ケ山地区　16 歳以上
の男女個人24人

（株）日本リサーチセンター
調査部　部長 中村美生

「生活意識に関するア
ンケート」の対象者
抽出

平成24年2月24日 西代、西の洲、沼田地区　
20歳以上の男女15人
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稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
24
年
度
予
算
／
平
成
23
年
消
防
ミ
ニ
白
書

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合　
☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲

３
７
４
１
／http://w

w
w

.
inashiki-kouiki.jp/

機
構
改
革
と
職
員
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け

４
月
１
日
付
け
で
機
構
改
革
と

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。課

長
職
以
上
の
異
動
職
員
、
新
規

採
用
職
員
、
退
職
者
を
掲
載
し

ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
総
務
課
（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
２
１
０
）

険
課
：
課
長
＝
川
上
晋
（
健
康
増

進
課
長
）　
▽
生
活
環
境
課
：
課

長
兼
放
射
線
対
策
室
長
＝
上
山

成
夫（
監
査
委
員
事
務
局
長
）

■ 

保
健
福
祉
部

▽
保
健
福
祉
部
：
部
長
＝
飯
田

光
男
（
教
育
部
長
）　
▽
社
会
福

祉
課
：
課
長
兼
人
権
推
進
室
長

＝
奥
澤
憲
二
（
納
税
課
長
）　
▽

社
会
福
祉
課
保
護
室
：
室
長
＝

櫻
井
郁
雄
（
生
活
環
境
課
長
兼
放

射
線
対
策
室
長
）　
▽
高
齢
福
祉

課
：
課
長
＝
松
本
武
夫
（
江
戸

崎
公
民
館
長
）　

▽
健
康
増
進

課
：
課
長
＝
伊
藤
知
也
（
教
育

総
務
課
長
補
佐
）

■ 

産
業
建
設
部

▽
商
工
観
光
課
：
課
長
＝
鈴
木

健
夫
（
同
課
長
補
佐
）　
▽
建
設

課
：
課
長
＝
諸
岡
三
千
雄
（
道

路
維
持
課
長
）

■ 
上
下
水
道
部

▽
上
下
水
道
部
：
部
長
＝
内
田

恒
雄（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

▽
下
水
道
課
：
課
長
＝
青
野
靖

雄
（
同
課
長
補
佐
）　

▽
水
道

課
：
課
長
＝
仲
川
一
夫
（
水
道

局
業
務
課
長
）

■ 

会
計
課

▽
会
計
課
：
会
計
管
理
者
兼
会

計
課
長
＝
大
島
功（
保
健
福
祉
部

長
）

■ 

教
育
委
員
会

▽
教
育
部
：
部
長
＝
水
飼
良
一

（
財
政
課
長
）　

▽
教
育
学
務

課
：
課
長
＝
一
鍬
田
耕
寿（
教
育

総
務
課
長
）　
▽
江
戸
崎
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
：
所
長
＝
永
長
妥

啓（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
）

▽
江
戸
崎
公
民
館
：
館
長
＝
根

本
滋（
東
総
合
窓
口
課
長
）　
▽
歴

史
民
俗
資
料
館
・
図
書
館
：
館

長
＝
木
村
稔（
図
書
館
長
）

■ 

監
査

▽
監
査
委
員
事
務
局
：
局
長
＝

川
崎
忠
博（
企
画
課
長
）

■ 

派
遣

▽
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組

合
：
会
計
管
理
者
＝
栁
町
行
夫

（
高
齢
福
祉
課
長
）

新
規
採
用
者

▽
税
務
課
：
主
事
＝
久
保
木
沙

織　
▽
児
童
福
祉
課
：
主
事
＝

若
林
卓　
▽
農
政
課
：
主
事
＝

松
田
和
彦　
▽
商
工
観
光
課
：

主
事
＝
平
田
圭　
▽
都
市
計
画

課
：
主
事
＝
墳
﨑
圭
希　
▽
会

計
課
：
主
事
＝
大
竹
祐
貴　
▽

管
財
課
：
主
事
補
＝
八
重
樫
葵

▽
下
水
道
課
：
主
事
補
＝
椎
名

優　
▽
生
涯
学
習
課
：
主
事
補

＝
坂
本
大
輝　

退
職
者

■ 

定
年

川
嶋
修（
市
民
生
活
部
参
事
）、
川

崎
泰
治
（
江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木

組
合
事
務
局
長
）、
寺
田
寛
志（
新

利
根
総
合
窓
口
課
長
）、
坂
本
和

美（
学
校
教
育
課
長
）、田
村
勇
夫

（
江
戸
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
）、
平
田
満
男（
歴
史
民
俗
資
料

館
長
）、
宮
本
典
明（
水
道
局
工
務

課
長
）、高
橋
喜
久
江（
商
工
観
光

課
商
工
労
働
係
長
）、
臼
田
京
子

（
江
戸
崎
公
民
館
運
営
係
長
）、
本

戸
一
男
（
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

運
転
手
）、横
瀬
た
か
子（
東
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）、
中
沢

泰
子
（
江
戸
崎
中
学
校
用
務
員
）、

永
長
新
一
（
東
中
学
校
運
転
手
兼

用
務
員
）

■ 

早
期
退
職
者

坂
本
猛
（
保
険
課
長
）、
臼
田
正

男
（
社
会
福
祉
課
長
兼
人
権
推
進

室
長
）、
根
本
健（
下
水
道
課
長
）、

松
田
文
次
（
東
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
）、
大
古
伸
子（
み
の
り
幼

稚
園
教
諭
）、
三
畝
祐
介（
建
設
課

主
事
）

　
※
か
っ
こ
内
は
前
職
。

□ 一般会計　　　（単位：千円、％）

□ 特別会計　　　（単位：千円、％）

- 平成24年度予算について-

- 平成23年消防ミニ白書-

□ 火災　 □ 救急・救助　

歳入 歳出
項目 予算額 構成比 項目 予算額 構成比
分賦金及び負担金 3,280,251 96.1 議会費 2,778 0.1
使用料及び手数料 5,014 0.2 総務費 91,276 2.7
国庫支出金 11,691 0.3 消防費 3,181,383 93.2
財産収入 42 0.0 公債費 136,172 4.0
寄附金 1 0.0 予備費 900 0.0
繰越金 10,000 0.3
諸収入 9,810 0.3
組合債 95,700 2.8
歳入合計 3,412,509 100.0 歳出合計 3,412,509 100.0

老人ホーム特別会計 水防事業特別会計
項目 予算額 構成比 項目 予算額 構成比

歳入

分賦金及び負担金 110,157 99.0

歳入

分賦金及び負担金 11,747 74.0
使用料及び手数料 113 0.1 財産収入 2 0.0
財産収入 13 0.0 繰入金 3,500 22.0
寄附金 1 0.0 繰越金 500 3.1
繰越金 1,000 0.9 諸収入 136 0.9
諸収入 10 0.0
歳入合計 111,294 100.0 歳入合計 15,885 100.0

歳出
民生費 111,194 99.9

歳出
水防費 15,785 99.4

予備費 100 0.1 予備費 100 0.6
歳出合計 111,294 100.0 歳出合計 15,885 100.0

平成23年中の火災発生件数は、管内全域で
86件発生しました。火災が原因で2人の尊い
命が失われ、14人の方が負傷しています。
■市町村別発生状況	 ■火災種別発生状況
龍ケ崎市	 28件	 建物	 51件
牛久市	 20件	 林野	 7件
稲敷市	 27件	 車両	 10件
利根町	 4件	 その他	 18件
河内町	 3件	 火災件数	 86件
美浦村	 4件	
火災件数　  86件（昨年より10件の減）	
※ 住宅用火災警報器を設置しましょう。

平成23年中の救急出動件数は10,078件でした。事故種別
では、急病が6,523件と最も多く、次いで一般負傷1,305
件、交通事故1,164件、転院532件、その他554件でした。
救助出動件数は130件（昨年より9件増）で、事故種別では
交通事故60件、火災事故32件、その他が38件でした。
■市町村別救急出動件数	 ■傷病者程度別搬送状況
龍ケ崎市	 3,060件	 軽症	 5,352件
牛久市	 3,033件	 中等症	 3,034件
稲敷市	 2,165件	 重症	 914件
利根町	 676件	 死亡	 197件
河内町	 454件	 その他	 6件
美浦村	 685件	 搬送人員	 9,503件
圏域外	 5件
出動件数	　10,078件（昨年より577件の増）

※ 救急車の適正利用にご協力ください。

建設課

道路維持課

市役所の組織と担当窓口の一部が変更に。 （４月１日から）

教育総務課

学校教育課

水道局業務課

水道局工務課

産業建設部
　　下水道課

上下水道部
下水道課

上下水道部
水道課教育学務課

建設課→

→ →

→＋

＋ ＋

組織の変更に伴い、市営住宅の担当窓口が都市計画課に、合併浄化槽の
担当窓口が下水道課に、鳥獣保護の担当窓口は生活環境課になります。

異
動

■ 

市
長
公
室

▽
企
画
課
：
課
長
＝
宮
本

昭（
建
設
課
長
）

■ 

総
務
部

▽
財
政
課
：
課
長
＝
椎
名

貢
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
兼

人
権
推
進
室
課
長
補
佐
）　

▽
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
：

課
長
＝
郡
司
孝
（
商
工
観

光
課
長
）　

▽
新
利
根
総

合
窓
口
課
：
課
長
＝
池
田

政
信
（
江
戸
崎
総
合
窓
口
課

長
）　

▽
東
総
合
窓
口

課
：
課
長
＝
斉
藤
正
裕

（
社
会
福
祉
課
保
護
室
長
）

■ 

市
民
生
活
部

▽
税
務
課
：
課
長
＝
松
本

公
夫
（
財
政
課
長
補
佐
）　

▽
納
税
課
：
課
長
＝
糸
賀

正
志
（
税
務
課
長
）　
▽
保
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トピックストピックス

行
政
区
と
市
の
パ
イ
プ
役

　

平
成
24
年
度
の
行
政
区
長

区
長
は
地
域
の
要
望
を
と
り
ま

と
め
て
市
に
伝
え
た
り
、
市
か

ら
の
お
知
ら
せ
を
市
民
の
皆
様

に
伝
え
た
り
す
る
な
ど
、
地
域

と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
平
成
24
年
度
の
正

副
区
長
が
決
ま
り
、
４
月
19
日
、

市
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
区
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
一
番

身
近
な
住
民
組
織
で
す
。地
域

（
行
政
区
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
活
動
は
、
昨
年
３
月
に
発

生
し
た
大
地
震
の
と
き
な
ど
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、

地
域
の
き
ず
な
を
構
築
す
る
こ

と
が
で
き
る
な
ど
の
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。自

治
会
活
動
の
必
要
性
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
自
治
会
（
行
政
区
）

へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

江
戸
崎
地
区

▽
門
前
第
１
：
髙
木
久
夫　
▽

門
前
第
２
：
鳥
羽
勝　
▽
江
戸

崎
田
宿
：
中
村
利
夫　

▽
新

山
：
今
田
和
大　
▽
戸
張
：
篠

原
良
行　
▽
浜
新
宿
：
松
田
勉

▽
本
宿
荒
宿
：
山
﨑
信
一　
▽

大
宿
：
中
村
茂
行　
▽
天
王
：

小
嶋
久
和　
▽
根
宿
切
通
：
加

藤
惠
一　
▽
西
町
：
軽
部
道
夫

▽
犬
塚
本
郷
：
清
原
茂
久　
▽

荒
野
：
鈴
木
操　
▽
稲
波
：
大

西
孝
司　
▽
小
角
：
唐
澤
章　

▽
上
君
山
：
大
貫
富
男　
▽
下

君
山
：
木
内
雄
一　
▽
松
山
：

澤
邊
清
一
郎　
▽
羽
賀
：
岩
瀨

隆
司　
▽
村
田
：
来
栖
幸
三　

▽
沼
田
第
１
：
山
岡
登　
▽
沼

田
第
２
：
礒
目
桂
助　
▽
沼
田

台
：
寺
田
登　
▽
小
羽
賀
：
酒

井
睦
男　
▽
時
崎
：
山
口
章　

▽
下
蒲
ケ
山
：
若
林
正
一　
▽

上
蒲
ケ
山
：
池
田
正
明　
▽
月

出
里
：
鎌
田
健
児　
▽
花
指
：

梶
川
勉　
▽
佐
倉
：
坂
本
和
美

▽
鳩
崎
本
郷
：
武
田
省
平　
▽

野
原
：
坂
本
勝　

▽
信
太
古

渡
：
澤
邊
定
光　
▽
岡
：
坂
本

一
夫　
▽
須
賀
：
小
泉
豊
吉　

▽
椎
塚
：
椎
野
隆　
▽
駒
塚
：

大
野
安
雄　
▽
桑
山
：
椎
野
正

美　
▽
南
ケ
丘
：
宇
都
健
蔵

■ 

新
利
根
地
区

▽
寄
居
：
髙
橋
幸
二　
▽
寺
地
：

長
谷
川
皎　
▽
新
利
根
新
宿
：

平
井
新
一　

▽
九
軒
：
有
坂
勝

芳　
▽
戌
渡
：
山
口
正
高　
▽

伊
崎
太
田
新
田
：
河
嶋
澄
夫　

▽
角
崎
狸
穴
：
萩
原
重
夫　
▽

中
山
：
宮
本
武　

▽
曽
根
：
海

老
原
廣
志　
▽
伊
佐
津
：
池
田

泰
男　
▽
太
田
上
：
宮
内
修　

▽
太
田
下
：
米
島
光
一　

▽
寺

内
：
辻
井
洋
司　
▽
小
野
：
籠
田

元　
▽
堀
川
：
川
村
郁
夫　
▽

桑
山
新
田
：
関
口
清　
▽
根
本

１
区
：
古
山
貞
雄　
▽
根
本
２

区
：
鴻
巣
正
夫　
▽
根
本
３
区
：

鴻
巣
正　
▽
根
本
４
区
：
足
立

謹
一
郎　
▽
根
本
５
区
：
小
菅
利

夫　
▽
根
本
６
区
：
板
橋
敏
行

■ 

桜
川
地
区

▽
浮
島
東
：
黒
田
雅
美　
▽
浮

島
中
央
：
髙
須
巌　

▽
浮
島

西
：
髙
須
力　
▽
須
賀
津
：
栗

山
惣
一
郎　
▽
甘
田
：
平
野
修

▽
四
箇
：
塚
本
一
雄　

▽
阿

波
：
富
澤
富
生　
▽
神
宮
寺
：

坂
本
正
行　
▽
柏
木
：
古
山
哲

▽
羽
生
：
佐
藤
久
和　
▽
堀
之

内
：
浦
浪
明
夫　

▽
桜
川
田

宿
：
諸
岡
秀
樹　

▽
桜
川
本

宿
：
関
川
博
人　
▽
古
渡
岡
：

諸
岡
正
義　
▽
飯
出
：
浅
見
一

男　
▽
三
次
：
山
木
廣　
▽
馬

渡
：
松
田
篤

■ 

東
地
区

▽
東
１
区
：
根
本
正
敏　
▽
東

２
区
：
髙
柳
正
明　

▽
東
３

区
：
鈴
木
健
慎　
▽
東
４
区
：

坂
本
安
正　
▽
東
５
区
：
田
口

俊
男　
▽
東
６
区
：
藤
﨑
和
男

▽
東
７
区
：
根
本
啓　
▽
東
８

区
：
浅
野
清　
▽
東
９
区
：
髙

木
正　
▽
東
10
区
：
粟
野
安
雄

▽
東
11
区
：
岡
澤
昌
之　
▽
東

12
区
：
藤
枝
徳
次　

▽
東
13

区
：
小
泉
昇
一　
▽
東
14
区
：

小
沼
忠
二　
▽
東
15
区
：
平
井

一
夫　
▽
東
16
区
：
吉
田
光
利

▽
東
17
区
：
山
岡
悦
雄　
▽
東

18
区
：
廣
瀬
茂　
▽
東
19
区
：

森
田
信
夫　
▽
東
20
区
：
小
林

茂　
▽
東
21
区
：
針
生
紘
男　

　
※
敬
称
略

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
２
０
９
）

笹本石材（株）創業　　 周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます 国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

東店
水郷大橋

お見積もり・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
講
習
会

　

介
護
予
防
の
一
端
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

高
齢
者
の
介
護
予
防
を
推
進
す

る
た
め
、
体
操
を
普
及
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
シ
ル
バ

ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
３
級

養
成
講
習
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
」

は
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
も
で

き
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、一

人
で
も
で
き
る
体
操
で
す
。講

習
全
８
日
間
で
体
操
の
指
導
に

必
要
な
知
識
や
体
操
を
楽
し
く

学
べ
ま
す
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

■ 

講
習
内
容

▽
講
義
：
介
護
予
防
と
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
解
剖

学
、
老
人
と
病
気
、
高
齢
者
の

食
生
活
ほ
か　
▽
実
技
：
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操　

▽
講

師
：
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
職

員
、
稲
敷
市
在
住
の
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
１
級
指
導
士

■ 

応
募
資
格

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
。

・
茨
城
県
に
お
住
ま
い
の
常
勤

の
職
に
就
い
て
な
い
満
60
歳
以

上
の
方
（
50
歳
以
上
の
方
も
お
申

し
込
み
で
き
ま
す
が
、
60
歳
以
上

の
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
）

・
地
域
で
体
操
普
及
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
方

・
８
日
間
の
講
習
会
に
全
日
程

参
加
で
き
る
方

■ 

申
込
方
法

▽
申
込
期
限
：
６
月
12
日（
火
）

日程 会場
6月26日（火）※ 茨城県立健康プラザ（水戸市）
6月29日（金）

新利根農村環境改善センター
（新利根公民館）

7月3日（火）
7月5日（木）
7月10日（火）
7月12日（木）
7月18日（水）
7月20日（金）※ 茨城県立健康プラザ（水戸市）

ま
で　
▽
申
込
方

法
：
高
齢
福
祉
課

い
こ
い
の
プ
ラ
ザ

に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
人
数
：
15

名　
▽
受
講
料
：

無
料（
た
だ
し
、
交

通
費
、
昼
食
代
は
各

自
負
担
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉

課
い
こ
い
の
プ
ラ

ザ　
☎
０
２
９
７

︲
６
３
︲
１
０
０

４

講習時間：午前10時～午後3時45分（予定）
※ 印＝6月26日と7月20日は、市の公用バスを利用し
茨城県立健康プラザに移動します。

年
金
コ
ー
ナ
ー

　

平
成
24
年
度　
国
民
年
金
保
険
額

平
成
24
年
度
（
４
月
分
～
平
成
25

年
３
月
分
）
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
前
年
度
か
ら
月
額
40
円

安
く
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。そ
の
他
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
の

納
付
、
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、納
付
期
限（
翌
月

末
日
）
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、
希
望
す
る
月
分

か
ら
も
前
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
詳
細
は
、
土
浦
年
金
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

・
稲
敷
市
保
険
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
３
）

月額
14,980円
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新
た
な
ご
み
の
分
別

　

平
成
25
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

■ 

分
別
品
目

皆
様
が
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出

し
て
い
た
も
の
を
、
資
源
物
と

し
て
再
利
用
し
ま
す
。

・
紙
製
容
器
包
装
・
紙
パ
ッ
ク

容
器
（
紙
マ
ー
ク
・
紙
パ
ッ
ク
マ

ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の
）

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

（
プ
ラ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も

の
）

・
新
聞
・
チ
ラ
シ
・
雑
誌
・
ダ
ン

ボ
ー
ル（
ダ
ン
ボ
ー
ル
マ
ー
ク
）

■ 

分
別
を
始
め
る
と
何
が

変
わ
る
の
？

収
集
日
・
収
集
回
数
が
変

更今
回
の
分
別
ご
み
を
加
え
る
こ

と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
ご
み
の

収
集
日
・
収
集
回
数
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

ご
み
の
指
定
袋
が
変
更

燃
え
る
ご
み
、金
属
類
、ビ
ン
・

ガ
ラ
ス
類
の
指
定
袋
に
加
え
て
、

資
源
用
指
定
袋
を
作
成
し
ま
す
。

■ 

平
成
23
年
度
ご
み
の
分

別
モ
デ
ル
事
業
が
終
了

稲
敷
市
・
美
浦
村
の
全
９
地
区

で
燃
え
る
ご
み
の
分
別
を
実
践

い
た
だ
き
、
今
後
の
取
り
組
み

に
向
け
た
貴
重
な
デ
ー
タ
を
取

得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
９
地
区
へ
は
、

引
き
続
き
ご
み
の
分
別
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
け
る
方
の
た
め

に
、
収
集
車
を
配
車
し
て
お
り

トピックストピックス

ま
す
。

　
実
践
結
果
と
し
て
は
、
資
源

物
の
分
別
や
生
ご
み
の
水
切
り

の
取
り
組
み
で
約
16
％
の
燃
え

る
ご
み
を
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。今
後
も
当
組
合
は
、

地
球
環
境
の
改
善
に
向
け
て
住

民
の
皆
様
と
歩
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

■ 

平
成
24
年
度
ご
み
分
別

実
施
行
政
区
の
参
加
募
集

に
つ
い
て

当
組
合
で
は
、
平
成
25
年
度
完

全
実
施
に
向
け
て
、
事
前
に
取

り
組
む
行
政
区
推
進
地
区
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。詳
細
は
、

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

参
加
要
件

行
政
区
長
が
中
心
と
な
り
行
政

区
全
体
で
実
施
。な
お
、
平
成

25
年
度
実
施
の
６
か
月
前
か
ら

実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な

り
ま
す
。

組
合
支
援

参
加
要
件
に
よ
り
、
実
施
し
た

行
政
区
に
支
援
金
を
交
付
し
ま

す
。

■ 

問
合
せ
先

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
８
４

１

平
成
24
年
度　
稲
敷
市
の
高
齢
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

在
宅
高
齢
者
生
活
支
援

稲
敷
市
で
は
、
介
護
保
険

で
の
サ
ー
ビ
ス
の
他
に
下

記
の
よ
う
な
高
齢
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
高
齢
福
祉
課
高

齢
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢

福
祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
３
２
５
５
）

サービス名 内容 対象者 利用料金など

配食サービス

食事の調理が困難なひとり暮ら
し高齢者などに対して栄養のバ
ランスのとれた食事を配達し、
在宅生活を支援するとともに、
安否確認を行います。

食事の調理が困難なおおむね65
歳以上の在宅のひとり暮らし高
齢者など

朝食＝200円
昼・夕食＝400円

緊急通報
システム

急病や事故などの緊急時に通報
できる機器（本体とペンダント型）
を設置し、協力員や消防本部に
通報し速やかに救助を行います。

65歳以上で虚弱なひとり暮らし
の方、高齢者世帯

設置工事費＝無料
緊急通報機器＝貸
与

愛の定期便 週1回、乳酸菌飲料を配布し安
否確認を行います。

65歳以上のひとり暮らしで配布
を希望する方 無料

給食サービス バランスのとれた食事の提供（月
1回）と安否確認を行います。

70歳以上の在宅ひとり暮らし高
齢者など 無料

ふれあい電話 月2回程度、利用者へ電話をか
けて安否確認を行います。

65歳以上のひとり暮らしで希望
する方　※ 配食サービスを受け
ている方は非該当

無料

紙おむつ
支給事業

紙おむつなどを2か月に1回支
給します。　※ 介護保険料滞納
者へは支給できません

紙おむつを使用している要介護
3以上の在宅高齢者、要介護2の
排泄全介助の在宅高齢者（入院・
施設入所者は非該当）

無料

シルバーカー
購入費補助

高齢者、身体障害者の歩行を容
易にするため、シルバーカーの
購入者に対して補助金を交付し
ます。

65歳以上の方、または身体障害
者手帳所持者で歩行に支障を来
す方。過去5年間補助を受けて
いない方

1人1台まで
5,000円（補助上限）

家族介護
慰労金

4か月以上、ねたきりや認知症の
高齢者を在宅で介護している方
に介護慰労金を支給します。

要介護度4・5と認定された高齢
者を在宅で常時介護する方（介護
保険サービスを利用している方は非
該当　※ 介護保険サービス中、住宅
改修・福祉用具購入・5日間までのシ
ョートステイは除く）

年3回
（1回あたり6万円）

徘徊高齢者
家族支援
サービス

徘徊の見られる認知症高齢者に
位置情報端末を貸与することに
より、徘徊高齢者の保護を支援
します。

市内に住所を有する徘徊高齢者
の介護者

基本料金＝500円
／月
情報取得料＝100
～ 300円（非課税世
帯は無料）

- モデル地区のゴミ-
◁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

◁
段
ボ
ー
ル

＊移動火葬車でご自宅で火葬できます。
＊個別葬・合同葬、承ります。
＊個別葬の場合は、共同納骨・自宅供養を選択できます。

株式会社 Ｋ-クリエイト

♥ ペットの移動火葬 ♥

稲敷市江戸崎甲2757
tel.029-828-6688

～大切な家族の旅立ちに～～大切な家族の旅立ちに～

寝たきり
ゼロ作戦を
応援します

ただいま
無料体験マッサージ受付中！
お気軽にどうぞ

ご存知ですか？
健康保険で在宅マッサージ
が受けられます！

● 龍ケ崎事業所（オリエンタル治療院）
● 稲敷事業所　 （オリエンタル稲敷）
● 取手事業所　 （オリエンタル取手）

〈茨城県〉

〒301-0041　茨城県龍ケ崎市若柴町 2188-9
tel.0297-65-0985   fax.0297-65-3323  携帯 .090-6548-4321 

オリエンタル有限会社

所属：全国保険鍼灸連合会会員　茨城NPO全国鍼灸マッサージ協会会員
お問合せ、ご相談などお気軽にご連絡ください。

マッサージ師募集

結婚相談  み つ ば 担当：江田

日本仲人連盟加盟
稲敷市光葉 9-127
tel＆fax.0299-79-3855

大きな幸せを！
小さな相談室から市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載

する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：5千円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2610）
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備
品
展
示
、装
備
品
試
乗（
抽
選

で
７
２
０
名
搭
乗
）、
ヘ
リ
地
上

滑
走
試
乗
（
抽
選
で
５
０
０
名
搭

乗
）、
高
等
工
科
学
校
儀
仗
ド
リ
ル

な
ど

●
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

広
報
班　
☎
０
２
９
︲
８
４
２

︲
１
２
１
１（
内
線
２
２
１
８
）

母
子
家
庭
等
自
立
促
進

講
習
会
の
開
催

受
講
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
講
対
象
者
：
母
子
家
庭
の

母
お
よ
び
寡
婦（
以
前
受
講
し
た

者
を
除
く
）　

▽
受
講
種
目
：
医

療
事
務
講
座　
▽
募
集
人
員
：

23
名　
▽
受
講
期
間
：
６
月
10

日
〜
11
月
18
日　
（
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
）土
・
日
曜
日　
22
日

間　
▽
講
習
会
場
：
水
戸
市
八

幡
町
11
︲
52　
県
立
母
子
の
家

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー　
▽
受
講

料
：
自
己
負
担
６
０
０
０
円

（
教
材
費
な
ど
）　

▽
託
児
：
有

り（
２
歳
児
以
上
）

●
県
立
母
子
の
家　
母
子
福
祉

セ
ン
タ
ー　
☎
０
２
９
︲
２
２

１
︲
８
４
９
７

稲
敷
盆
栽
会

春
季
展
示
会
開
催

盆
栽
、
山
野
草
な
ど
約
40
席
を

展
示
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
日
時
：
６
月
１
日（
金
）〜
３

日
（
日
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時　
※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま

で　
▽
会
場
：
鳩
崎
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
稲
敷
盆
栽
会
会
長
（
池
澤
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
３
９
８

０
稲
敷
杖
道
会

会
員
募
集

杖じ
ょ
う
ど
う
道
は
、
約
４
０
０
年
前
か
ら

日
本
に
伝
わ
る
古
武
術
で
す
。

自
分
の
健
康
を
増
進
し
つ
つ
、

ど
な
た
で
も
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。気
軽
に
見
学
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
稽
古
日
：
日
曜
日　
午
後
６

時
〜
７
時
30
分　
▽
場
所
：
江

戸
崎
中
学
校 

武
道
場　

▽
対

象
：
中
学
生
以
上 

男
女
不
問

●
茨
城
県
剣
道
連
盟
杖
道
部（
百

悠
館
道
場
館
長　

行な
め
き木
）　

☎
０

９
０
︲
３
０
９
９
︲
６
１
１
８

「
竜
Ｋ
Ｏ
Ｉ
舞
祭
」

５
月
27
日
開
催

舞
祭
で
地
域
を
元
気
に
し
よ

う
！

▽
日
時
：
５
月
27
日
（
日
）　

午

前
９
時
〜
午
後
５
時　

▽
会

場
：
龍
ケ
岡
公
園
た
つ
の
こ
ス

テ
ー
ジ

●
竜
Ｋ
Ｏ
Ｉ
舞
祭
実
行
委
員
会 

☎ 

０
９
０
︲
６
５
４
６
︲
７

０
２
１
（
西
野
）
／
hp http://

w
w

w
.ryugasaki-jc.org/

tatukoi/

行
政
書
士

無
料
相
談
会

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

▽
日
時
：
5
月
20
日
（
日
）　

午

後
１
時
〜
４
時　
▽
会
場
：
江

戸
崎
公
民
館　
▽
相
談
内
容
：

相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と
／

法
人
設
立
お
よ
び
営
業
許
可
／

契
約
書
作
成
な
ど

●
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支

部　
☎
０
２
９
７
︲
６
４
︲
１

８
５
０

講
演
会

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

1 

東
日
本
大
震
災
講
演
会「
東

北
の
今 

〜
被
災
地
か
ら
の
声

〜
」

▽
日
時
：
5
月
20
日
（
日
）　

午

後
１
時
〜
３
時
50
分　

▽
定

員
：
先
着
４
４
０
名（
電
話
、
来

所
に
て
）　

▽
参
加
費
：
無
料

■
内
容

第
１
部　
福
島
県
飯
舘
村
村
長

講
演『「
お
金
の
世
界
」か
ら「
い

の
ち
の
世
界
」へ
』

第
２
部　
岩
手
県
陸
前
高
田
市

民
、
県
南
地
域
と
東
京
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
参
加
者
に

よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2 

生
涯
学
習
講
演
会『
新
し
い

焼
き
物
の
世
界「
つ
く
ば
焼
」』

▽
日
時
：
６
月
10
日
（
日
）　

午

後
２
時
〜
３
時
30
分　

▽
定

員
：
先
着
４
４
０
名（
電
話
、
来

所
に
て
）　

▽
参
加
費
：
無
料

●
茨
城
県
県
南
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー（
土
浦
市
大
和
町
９
番
１
号
）

☎
０
２
９
︲
８
２
６
︲
１
１
０

１

優
良
運
転
者
表
彰
の

申
請
受
付

普
通
運
転
免
許
証
以
上
の
所
持

者
の
方
で
、
稲
敷
地
区
交
通
安

全
協
会
に
5
年
以
上
入
会
さ
れ

過
去
5
年
以
上
無
事
故
無
違
反

運
転
者
が
対
象
で
す
。

※
必
ず
ご
本
人
が
申
請
に
来
て

く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間
：
６
月
１
日（
金
）

〜
６
月
29
日
（
金
）　

午
前
８
時

30
分
〜
午
後
5
時
15
分　
▽
持

参
し
て
い
た
だ
く
も
の
：
運
転

免
許
証
、印
鑑

●
稲
敷
地
区
交
通
安
全
協
会
事

務
局
（
稲
敷
警
察
署
内
）　

☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
２
５
０
１

霞
ヶ
浦
駐
屯
地

記
念
行
事

関
東
補
給
処
創
立
14
周
年
・
霞

ヶ
浦
駐
屯
地
開
設
59
周
年
記
念

行
事
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
5
月
20
日
（
日
）　

午

前
９
時
〜
午
後
４
時　

▽
会

場
：
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯

地（
土
浦
市
右
籾
２
４
１
０
）　
▽

内
容
：
記
念
式
典
、
ト
ロ
ッ
コ

運
行
、
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、
装

informationくらしと情報

無料結婚相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

ハピネスサポートいなしきでは、無料結婚相談会を開催いたし
ます。気軽にご参加ください。
▽日時：５月26日（土）　午後1時〜4時　▽場所：あずま生涯
学習センター　▽対象者：稲敷市・および周辺の独身男女。年
齢不問　▽その他：申し込みは不要です。当日はご自身のスナ
ップ写真（L 版、腰から上の上半身、３か月以内に撮影したもの）をお
持ちください。本人の同意があれば、ご両親の相談も受け付け
ます。
●稲敷市秘書広聴課広報広聴係（江戸崎庁舎）tel.029-892-
2000（内線2400）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後3
時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

informationくらしと情報

就職関係情報

労務関係無料相談会（電話相談あり）

出張就職無料相談会
▽日時：5月16日（水）・6月13日（水）　午前10時～正午、午
後1時〜3時　▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）

●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

稲敷の企業を元気にするための助成金、労使関係トラブル防止
のための就業規則・賃金・労災・雇用・年金などに関する無料
相談を社会保険労務士がお受けします。
※ 電話相談も開始しました。
▽日時：5月22日（火）・6月26日（火）　午前9時30分～正午
江戸崎公民館（tel.029-892-4110）　▽対象者：市内企業者およ
び勤務する者
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5207）

市
長
の
動
向
（
３
月
）

１
日
・
２
日
：
議
会
本
会
議

一
般
質
問

４
日
：
江
戸
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
桜
植
樹
式
（
新
利
根
川
堤

防
）

６
日
：
理
容
組
合
定
期
総
会

９
日
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
講
演
会（
江
戸
崎
公
民

館
）

10
日
：
笑
遊
館
・
リ
バ
ー
サ

イ
ド
公
園
竣
工
式

11
日
：
東
日
本
大
震
災
１
周

年
追
悼
・
復
興
祈
念
式
典（
県

庁
）

12
日
：
新
利
根
中
学
校
卒
業

式15
日
：
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
／
社
会
福
祉
協
議
会
評

議
会

16
日
：
桜
川
幼
稚
園
卒
園
式

17
日
：
江
戸
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
第
30
回
障
害
者
慰
問

会（
江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

21
日
：
あ
ず
ま
北
小
学
校
卒

業
式

22
日
：
議
会
定
例
会
最
終
日

23
日
：
桜
川
保
育
所
卒
所
式

25
日
：
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
対

面
式
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
）

26
日
：
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
友

好
親
善
パ
ー
テ
ィ
ー
（
江
戸

崎
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

27
日
：
行
政
改
革
推
進
懇
話

会
（
江
戸
崎
庁
舎
）、
大
和
紙

器
災
害
協
定
締
結
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン

タ
ー
災
害
協
定
締
結
（
江
戸

崎
庁
舎
）

28
日
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
通
常
総
会

29
日
：
議
会
臨
時
会
、
農
業

公
社
理
事
会（
東
庁
舎
）

30
日
：
退
職
者
辞
令
交
付
式

（
江
戸
崎
庁
舎
）、退
職
・
転
出

教
職
員
辞
令
交
付
式
（
新
利

根
庁
舎
）

31
日
：
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
さ

よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
（
あ
ず

ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す
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5月10日（木）	 ふれあいセンター	 弁護士
5月17日（木）	 桜川庁舎
5月24日（木）	 江戸崎公民館	 弁護士
5月31日（木）	 東庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。　問：稲敷市社会福祉協議会
tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。　問：稲敷
市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-
2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：5月30日（水）、6月13日（水）午前10時〜午後4時　
▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3300）

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。予約制。
▽日時：毎週火、水、木曜日（第2水曜、第3・4火曜日を除く）　

午後1時〜5時　▽場所：竜ケ崎保健所
●竜ケ崎保健所保健指導課tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：5月23日（水）午前10時〜11時30分　▽場所：ふ
れあいセンター　▽申込：予約制
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
▽日時：5月23日（水）午後1時30分～ 3時30分　▽場所：
ふれあいセンター　▽申込：予約制
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線

3200）

4月29日（日）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 あみ小林クリニック（阿見町）tel.029-888-2200
4月30日（月）	 江戸崎病院（佐倉）tel.029-894-2611
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
5月3日（木）	 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
5月4日（金）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）

	 tel.029-830-5151
5月5日（土）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
5月6日（日）	 いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
5月13日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
5月20日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）

	  tel.029-830-5151
5月27日（日）	 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
	 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
6月3日（日）	 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
	 しんクリニック（阿見町）tel.029-875-5686
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火、土曜　午後1時30分～
太極拳教室	 5月9日（水）午後1時30分～
生花教室	 5月17日（木）午後1時30分〜
手話愛好会	 5月18日（金）午後7時〜
梅さんの落語会	 5月21日（月）午前10時30分〜
絵手紙教室	 5月23日（水）午後1時30分〜
茶道教室	 5月24日（木）午前9時〜
料理教室	 5月28日（月）午前10時～
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷荘」

内）tel.0299-79-2319

稲敷市みんなのいこいの広場

市の人口（常住人口）
総人口：45,743（-132）

　　男：22,661（-59）

　　女：23,082（-73）

世帯数：14,750（-6）

※4月1日現在。

５月の納税
▽納期限：5月31日（木）

・軽自動車税：全期

informationくらしと情報

5月15日（火）　江戸崎庁舎／ 5月16日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝5月7日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各会
場6人
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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稲敷市の放射線（放射能）情報
空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時　　　　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

▲給食と食品は食品放射能システム CAN-
OSP-NAI 日立アロカメディカル（株）社製で測
定しています。

※地下水および食品関係の（）内は検出限界値です。
※「不検出」とは「検出限界値未満」であることを表します。「検出限界値」は測定する材料および条件によって若干の差がでます。

施設名 検体数 放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

江戸崎学校給
食センター 8 不検出

（<18.5 ～ 21.2）
不検出

（<29.8 ～ 35.0）
不検出

（<29.3 ～ 35.1）
東学校給食セ
ンター 7 不検出

（<16.8 ～ 20.0）
不検出

（<25.4 ～ 32.4）
不検出

（<25.4 ～ 31.7）
認定こども園
えどさき 8 不検出

（<17.9 ～ 23.4）
不検出

（<29.0 ～ 39.5）
不検出

（<26.9 ～ 38.2）

桜川保育所 8 不検出
（<16.9 ～ 23.2）

不検出
（<29.7 ～ 36.8）

不検出
（<26.4 ～ 36.8）

桜川地区自校
方式給食 8 不検出

（<18.3 ～ 24.8）
不検出

（<29.6 ～ 38.0）
不検出

（<28.6 ～ 38.4）
江戸崎・新利根
つばさ保育園 6 不検出

（<16.8 ～ 33.7）
不検出

（<28.1 ～ 55.7）
不検出

（<26.8 ～ 54.2）

施設名称 測定地 測定高 測定値 除染作業状況
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.080 除染済み
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.110 除染済み
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.137 除染済み
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.113 除染済み
高田小学校 校庭中央 50cm 0.118 除染済み
根本小学校 校庭中央 50cm 0.125 除染済み
柴崎小学校 校庭中央 50cm 0.099 除染済み
太田小学校 校庭中央 50cm 0.122 除染済み
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.152 除染済み
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.076 予定しない
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.122 除染済み
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.123 除染済み
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.093 除染済み
新東小学校 校庭中央 50cm 0.096 除染済み
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.137 除染済み
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.111 除染済み
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.127 除染済み
新利根中学校 校庭中央 1m 0.135 除染済み
桜川中学校 校庭中央 1m 0.129 除染済み
東中学校 校庭中央 1m 0.159 除染済み
認定こども園えど
さき（江戸崎幼稚園）園庭中央 50cm 0.129 除染済み
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.141 除染済み
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.118 除染済み
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.108 除染済み
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.107 除染済み
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.113 除染済み

各体育施設（4月11日、12日）
施設名称 場所 高さ 測定値

根本共同利用施設
（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.206
高田コミュニティーセン
ター（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.244
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.140
江戸崎総合運動公園 多目的G 1m 0.210
江戸崎総合運動公園 テニスコート 1m 0.170
沼田野球場 野球場 1m 0.120
江戸崎給食C 脇 野球場 1m 0.130
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.110
新利根総合運動公園 多目的G 1m 0.210
新利根総合運動公園 多目的広 1m 0.220
新利根総合運動公園 遊戯施設 50cm 0.210
新利根総合運動公園 テニスコート 1m 0.230
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.130
桜川総合運動公園 多目的G 1m 0.250
桜川総合運動公園 遊戯施設 50cm 0.200
桜川総合運動公園 テニスコート 1m 0.270
浮島運動広場 多目的G 1m 0.110
東グラウンド 野球場 1m 0.159
白鷺球場 野球場 1m 0.166
白鷺球場 遊戯施設 50cm 0.174
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.090
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.100
堂前公園 公園中央 50cm 0.150
和田公園 公園中央 50cm 0.130
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.230
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.130
三次親水公園 公園中央 50cm 0.230
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.180
大利根東公園 公園中央 50cm 0.110
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.100

各中・小学校、幼稚園（4月9日）

施設名称 測定地 測定高 測定値 除染作業状況
認定こども園えどさ
き（江戸崎中央保育園）園庭中央 50cm 0.125 除染済み
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.095 除染済み
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.086 除染済み
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.083 除染済み
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.083 園舎建替によ

り予定なし
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.118 除染済み

各保育所（園）など（4月11日）

各保健施設（4月10日）
施設名称 場所 高さ 測定値

ふれあいセンター 玄関前 50cm 0.124
江戸崎保健センター 玄関前 50cm 0.123
桜川保健センター 玄関前 50cm 0.122
東保健センター 玄関前 50cm 0.131

各庁舎駐車場の測定値 水道水の測定値
■地下水のある浄水場

■阿見浄水場（稲敷市への供給元）

江戸崎 新利根 東 桜川
4月13日 0.166 0.160 0.190 0.170
4月12日 0.173 0.136 0.200 0.133
4月11日 0.150 0.182 0.160 0.120
4月10日 0.146 0.142 0.120 0.140
4月9日 0.153 0.136 0.160 0.140
4月6日 0.173 0.132 0.170 0.160
4月5日 0.156 0.174 0.140 0.180
4月4日 0.146 0.142 0.160 0.120
4月3日 0.163 0.170 0.160 0.160
4月2日 0.146 0.144 0.170 0.170
3月30日 0.153 0.196 0.090 0.080
3月29日 0.166 0.168 0.100 0.140

放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

3月28日 不検出（0.53未満） 不検出（0.47未満） 不検出（0.61未満）
3月14日 不検出（6.6未満） 不検出（6.0未満） 不検出（8.4未満）
2月29日 不検出（6.7未満） 不検出（6.4未満） 不検出（7.2未満）

放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

4月2日 不検出 不検出 不検出
3月26日 不検出 不検出 不検出
3月12日 不検出 不検出 不検出

給食放射性物質測定結果（2月29日〜3月29日）

※ 翌日に使用する給食食材の中から、1品を選び放射性物質の測定
をしています。

品目 検体数 放射性ヨウ素 放射性セシウム
セシウム134 セシウム137

米 3 不検出
（<17.3 ～ 25.3）

不検出〜24.0
（<21.4 ～ 29.5）

不検出〜31.1
（<23.1 ～ 29.4）

米ぬか 3 不検出
（<17.8 ～ 18.3）

不検出
（<29.3 ～ 30.6）

不検出〜25.9
（<15.3 ～ 29.2）

井戸水 5 不検出
（<3.57 ～ 19.4）

不検出
（<5.83 ～ 34.0）

不検出
（<5.43 ～ 31.3）

ねぎ 1 不検出
（<20.0）

不検出
（<32.0）

不検出
（<31.2）

しいたけ原木 1 不検出
（<55.0）

不検出
（<95.4）

不検出
（<42.8）

しいたけ 5 不検出
（<40.6 ～ 55.1）

176.0〜
301.0

（<35.3 ～ 45.0）

187.0〜
425.0

（<31.0 ～ 36.2）

カラシ菜 1 不検出
（<23.3）

不検出
（<38.4）

不検出
（<36.5）

ほうれん草 2 不検出
（<23.1〜24.8）

不検出
（<38.1〜41.7）

不検出
（<36.1〜40.2）

たけのこ 3 不検出
（<14.7 ～ 30.8）

28.3〜81.6
（<11.1 ～ 43.8）

60.4〜105.0
（<10.1 ～ 39.0）

小松菜 4 不検出
（<6.37 ～ 29.5）

不検出
（<16.4 ～ 48.8）

不検出
（<10.0 ～ 46.6）

長ネギ 1 不検出
（<21.4）

不検出
（<38.6）

不検出
（<36.3）

ふな 1 不検出
（<28.0）

46.9
（<20.5）

54.7
（<22.4）

高菜 1 不検出
（<26.7）

不検出
（<48.2）

不検出
（<45.0）

ヨモギ 2 不検出
（<29.6 ～ 31.6）

不検出〜35.5
（<31.0 ～ 52.9）

不検出〜41.5
（<26.2 ～ 49.2）

じゃがいも 1 不検出
（<18.1）

不検出
（<30.5）

不検出
（<28.8）

食品放射性物質測定結果（2月29日〜3月29日）

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、
新利根総合運動公園遊戯施設、桜川総合運動公園多目的G・
遊戯施設）につきましては、除染を実施しました。

▪ 食品中の放射性物質に係る
新基準値（平成24年4月1日より）

品目 （Bq/ ㎏）

放射性
セシウム

飲料水 10
牛乳 50
乳児用食品 50
一般食品（上記以外） 100

※一部の食品には経過措置があります。

現在、市では放射線測定器の貸出および食品
放射能の測定を無料で行っています。貸出を
希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川の場合は

放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望す
る場合は、生活環境課放射線対策室（桜川庁舎）

へ、電話または直接申込をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能
測定を行っています

※ しいたけおよびたけのこについては自家消費のため、市場に流通
することは有りません。
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1 

笑
遊
館
竣
工
式
・
笑
遊
ま
つ
り
開
催

３
月
10
日
、
改
修
中
だ
っ
た
笑
遊
館
と
リ
バ
ー
サ
イ

ド
公
園
の
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。竣
工
式
後

に
は
、
餅
ま
き
イ
ベ
ン
ト
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
展

示
な
ど
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
ま
し
た
が
、
江
戸
崎
囃
子
連
に
よ
る
演
奏
＆
市
民

に
よ
る
踊
り
や
江
戸
崎
チ
ン
ド
ン
倶
楽
部
に
よ
る
演

奏
、甘
酒
・
豚
汁
の
振
る
舞
い
、雛
か
ざ
り
の
展
示
も

行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。

2 

笑
遊
お
笑
い
ラ
イ
ブ
２
０
１
２

お
笑
い
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
を
目
指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体「
笑
遊
の
郷
」主
催
の「
お
笑
い
ラ
イ
ブ
２
０

１
２
」
が
３
月
11
日
に
江
戸
崎
公
民
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
回
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
方
々
へ
の
復
興
の
意
を
こ
め
て
、
震
災
か
ら
ち

ょ
う
ど
１
年
と
な
る
こ
の
日
に
開
催
。

　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ジ
ョ
ン
ソ
ン
を
は
じ
め
、
お
か
も

と
ま
り
、
赤
プ
ル
と
地
元
の
素
人
お
笑
い
芸
人
達
が

満
席
の
会
場
を
お
お
い
に
笑
わ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

3 

卒
業
式
が
市
内
各
所
で

３
月
12
日
に
各
中
学
校
で
、
21
日
に
は
各
小
学
校
で
、

ま
た
市
立
の
各
幼
稚
園
は
16
日
に
卒
業
（
園
）
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。皆
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方

や
、
共
に
生
活
し
た
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
、
期
待

と
不
安
を
胸
に
、
新
た
な
環
境
に
巣
立
っ
て
い
き
ま

す
。（
写
真
は
新
利
根
中
学
校
）

2

で・き・ご・と
３月-４月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）

5-a6-b

6-a 4

4 

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
、
稲
敷
市
へ
江
戸
崎
総
合

高
等
学
校
（
１
年
３
組
）
よ
り
災
害
復
旧
対
策
に
係
る

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

5 

災
害
に
お
け
る
物
資
供
給
協
定

３
月
27
日
、
江
戸
崎
庁
舎
に
お
い
て
稲
敷
市
関
連
２

業
者
と
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
協
力
に
関
す
る

協
定
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
締
結
に
よ

り
、
災
害
発
生
時
に
市
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
必
要

な
物
資
（
提
供
可
能
な
物
資
）
を
迅
速
か
つ
優
先
的
に

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

■ 

大
和
紙
器
株
式
会
社（
５
ａ
）

・
提
供
可
能
な
物
資　
段
ボ
ー
ル
製
品

■ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー（
５
ｂ
）

・
提
供
可
能
な
物
資　
作
業
関
係
用
品
、日
用
品
、飲

料
水
、冷
暖
房
機
器
、電
気
用
品
な
ど

6 

入
学
式
・
入
園
式

お
だ
や
か
な
春
、桜
満
開
の
中
、各
小
中
学
校
や
幼
稚

園
で
入
学
（
園
）
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。４
月
９
日

午
前
中
に
は
市
内
の
各
小
学
校
で
、
午
後
に
は
各
中

学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
入
学
式
が
開
催
さ
れ
、
３
０
５
人

の
小
学
一
年
生
と
３
７
４
人
の
中
学
一
年
生
が
誕
生

し
ま
し
た
。（
６
ａ
＝
沼
里
小
）

　
ま
た
、
市
内
の
各
幼
稚
園
で
も
翌
10
日
に
入
園
式

が
開
催
さ
れ
、
か
わ
い
い
園
児
達
が
保
護
者
と
手
を

つ
な
ぎ
元
気
に
幼
稚
園
の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

（
６
ｂ
＝
桜
川
幼
稚
園
）
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稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

ちびっこ運動会
笑顔がいっぱいの和やかな「あいアイ」
のちびっこ運動会！ハイハイの赤ちゃ
んからパパやママまで楽しめるプログ
ラムを企画していますので、ご家族
揃ってご参加ください。
▽日時：6月9日（土）　午前10時～正
午　▽場所：新利根体育館（ふれあいセ

ンター前）　▽対象：就園前までの子ど
もと保護者　▽定員：100組（定員にな

あいアイ

つばさ・ひまわり

こうだ

しております。※ 雨天時の場合は、セ
ンターで遊びましょう！
▽日時：5月22日（火）　午前10時30
分　現地集合　▽持ち物：飲み物とレ
ジャーシート　

公園であそぼう（かぼちゃ公園）
リニューアルしたばかりのかぼちゃ公
園で一緒に遊びませんか？
　当日は、簡単なゲームや遊びも予定
しています。たくさんの参加をお待ち

幸田保育園内に4月に開設しました。
予約不要で、どなたでも参加できます。
どうぞ、遊びに来てください。

 

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター保健センター

健康維持のために1年に1回は健診を受けましょう。
■予約方法
下記の期間に、ふれあいセンターまで電話か来所にてお申
し込みください。
▽日時：5月23日（水）、24日（木）　午前8時30分～午後
5時15分
■がん検診
▽日時：6月29日（金）　午前7時、8時、9時、10時　▽
会場：江戸崎保健センター　▽対象：40歳以上　▽内容：
胃バリウム検査、腹部超音波検査、大腸がん検査（潜血反応

検査）

■総合健診
対象者と内容については、「平成24年度稲敷市各種検診の
お知らせ」をご覧ください。
▽日時：6月30日（土）、7月1日（日）、2日（月）　午前7時、
8時、9時、10時　▽会場：東保健センター
●稲敷市健康増進課tel.0297-87-6111

　　　成人健診のお知らせ

りしだい締め切り）　▽申込方法：6月1
日（金）までにあいアイへ　午前8時
30分～午後5時15分（平日のみ）

広報稲敷 平成24年5月号　3031　広報稲敷 平成24年5月号

あそびの広場日程　〜5月分〜 8日（火）	 4、5月生まれお誕生会（どなたでも）

10日（木）	 赤ちゃん集まれ！（首座り～１歳頃）

16日（水）	 給食体験（離乳食完了児）

17日（木）	 おさがりリサイクル（どなたでも）

22日（火）	 公園であそぼう（どなたでも）

24日（木）	 手芸講座（どなたでも）

29日（火）	 親子ふれ合いあそび（どなたでも）

31日（木）	 お散歩しよう（どなたでも）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

9日（水）	 4、5月生まれお誕生会（どなたでも）

11日（金）	 おさがりリサイクル（どなたでも）

16日（水）	 給食体験（離乳食完了児）

18日（金）	 赤ちゃん集まれ！（首座り～１歳頃）

22日（火）	 公園であそぼう（どなたでも）

30日（水）	 作ってあそぼ！（どなたでも）

こうだ
▽時間：午前10時〜11時30分
10日（木）	 からだを動かして遊ぼう（どなたでも）

17日（木）	 クレヨンで遊ぼう（どなたでも）

24日（木）	 作って遊ぼう（どなたでも）

31日（木）	 誕生会（4、5月生まれ）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分
▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすく広場は予約不要、午前10時〜）　
※ 下記日程以外でも、開館時間中（平日の午前9時～午後4

時）は予約なしで自由に遊べます。
9日（水）	 すくすく広場／東保健センター
10日（木）	 すくすく広場／桜川保健センター
14日（月）	 体をうごかしてあそぼう／あいアイ
16日（水）	 すくすく広場／東保健センター
17日（木）	 すくすく広場／桜川保健センター
18日（金）	 すくすく広場／江戸崎保健センター
21日（月）	 ママとあそぼう（ヨチヨチまで）／あいアイ　
23日（水）	 すくすく広場／東保健センター
24日（木）	 誕生会（５月生まれ）／あいアイ
29日（火）	 ベビーマッサージ（赤ちゃん）／あいアイ
30日（水）	 すくすく広場／東保健センター
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）

※下記日程以外も毎日開設しています。（午前9時～午後4時）

5月に下記の対象の方に送付します。検診自己負担が無料
となります。
　受診方法については、クーポン券をご覧ください。がん
の早期発見・予防のためにぜひご利用ください。
■大腸がん検診・乳がん検診
・大腸がん検診…容器への採便による潜血反応検査
・乳がん検診…マンモグラフィ検診
41歳＝昭和46年4月2日～昭和47年4月1日生まれ
46歳＝昭和41年4月2日～昭和42年4月1日生まれ
51歳＝昭和36年4月2日～昭和37年4月1日生まれ
56歳＝昭和31年4月2日～昭和32年4月1日生まれ
61歳＝昭和26年4月2日～昭和27年4月1日生まれ

高齢者肺炎球菌予防接種の補助がはじまりました。
　詳しくは、「平成24年度稲敷市各種検診のお知らせ」（広

報折込チラシ）をご覧ください。

　　　大腸がん検診・子宮がん検診・乳がん検診無料のクーポン券送付

　　　高齢者肺炎球菌予防接種の補助を開始

■子宮がん検診
・子宮頸部細胞診検査
21歳＝平成3年4月2日～平成4年4月1日生まれ
26歳＝昭和61年4月2日～昭和62年4月1日生まれ
31歳＝昭和56年4月2日～昭和57年4月1日生まれ
36歳＝昭和51年4月2日～昭和52年4月1日生まれ
41歳＝昭和46年4月2日～昭和47年4月1日生まれ



	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

新刊図書

「氷山の南」池澤夏樹
（文藝春秋）

「朱鳥（あかみどり）の
陵」坂東眞砂子（集英社）

「母の遺産」水村美苗
（中央公論新社）

※ 写真左から

生涯学習
	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306

広報稲敷 平成24年5月号　3233　広報稲敷 平成24年5月号

図書カレンダー  5月
市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
			   1	 2	 3	 4	 5	
	 6	 7	 8	 9	 10	 11	 12	
	 13	 14	 15	 16	 17	 18	 19	
	 20	 21	 22	 23	 24	 25	 26	
	 27	 28	 29	 30	 31
江戸崎図書室
毎週月曜日、５月1日（火）、3日

（木）、4日（金）、5日（土）、29日（火）

休室
桜川、新利根図書室
毎週月曜日、５月1日（火）、3日

（木）、4日（金）、5日（土）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：5月27日（日）　午前10時30
分〜

新刊図書
「ナミヤ雑貨店の奇蹟」東野圭吾、「梅
ちゃん先生　上」尾崎将也、「国境越え」
椎名誠、「無菌病棟より愛をこめて」加
納朋子、「パラダイス・ロスト」柳広司、

「まるで雪など降らなかったかのよう
に」真生、ほか

図書館・図書室共通

蔵書点検のため休館・休室
蔵書点検のため、図書館、公民館図書
室を休館・休室致します。ご迷惑をお
かけしますが、ご協力をお願いします。
▽期間：6月4日（月）～ 14日（木）

貸出点数を増やします
ぜひご利用ください。
■本：1人10冊まで
5月22日（火）～ 6月3日（日）

■DVD 、ビデオ、CD：1人6点まで
5月29日（火）～ 6月3日（日）

※ 江戸崎公民館図書室は 5 月 30 日
（水）～ 6月3日（日）

インターネット予約
インターネットの蔵書検索画面から資
料の予約ができます。また、現在ご自
分で借りている資料の確認ができま
す。予約をするにはパスワードが必要
になりますので、手続きをお願いしま
す。
▽パスワードを発行できる人: 稲敷市

在住、在勤、在学で図書館利用カード
をお持ちの中学生以上の方　▽パスワ
ード発行館：市立図書館、市内公民館
図書室　▽必要な物：図書館利用カー
ド、身分証

市立図書館

映画会
上映開始時間はすべて午後2時からで
す。
▽申込方法：当日図書館カウンターで
申し込む。　▽定員：各70名
■「ハロー！チップとデールがやって
きた！！」（上映時間55分）

▽日時：5月12日（土）、13日（日）

■「ライラの冒険／黄金の羅針盤」（上

映時間113分）

▽日時：5月19日（土）、5月20日（日）

■「 チ ッ プ と デ ー ル　 森 は 大 さ わ
ぎ！！」（上映時間56分）

▽日時：5月26日（土）、27日（日）

■「ナイトミュージアム」（上映時間

109分）

▽日時：6月2日（土）、3日（日）

家庭教育学級とは、幼稚園や小・中学校に通うお子さん
の保護者同士が、互いに子育てや社会環境について学び
あい交流を深める「井戸端会議」のような場です。
　稲敷市では、市が中心となって家庭教育学級を運営し
ています。内容は家庭教育についての講演会、学級生が
互いに子育てについて話し合う研修会、防災体験学習を
行う移動教室、江戸崎・東学校給食センターの見学会な
どです。
　詳しくは、各園・学校からの開催通知をご覧ください。

茨城ゴールデンゴールズ応援ツアー参加者募集！

家庭教育学級を開催　〜子育ての仲間づくりをしましょう〜

第83回都市対抗野球茨城県大会の応援
ツアーを予定しています。
期間：
5月11日（金）〜13日（日）

5月19日（土）〜20日（日）

会場：
日立市民運動公園野球場
参加費：
後援会員=500円／会員以外=1,000円
その他：
応援ツアーのバスは、江戸崎運動公園の
駐車場から出発します。
申込などの詳細については、生涯学習課
☎0297-87-3439までご連絡ください。
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庚
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仰
と
庚
申
塚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
鴻
野
伸
夫

最
近
、
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
少
し
前
ま
で
は
市

内
各
地
で
広
く
庚こ
う
し
ん
こ
う

申
講
（
ま
ち待
）

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。古
く

か
ら
の
民
間
信
仰
で
、
五
～
十

戸
く
ら
い
の
組
が
、
庚か
の
え
さ
る申の
夜

に
当
主（
男
）が
当と
う
や家
と
言
わ
れ

る
宿
へ
集
ま
り
、「
庚こ
う
し
ん申
」の
軸

を
掛
け
、
お
灯と
う
み
ょ
う明を
焚
き
酒
さ
け
さ
か
な肴

を
供
え
て
祀
り
ま
す
。あ
と
は

酒
宴
と
な
り
夜
を
更
か
す
の
が

常
で
し
た
。

　

庚
申
の
日
は
六
十
日
に
一
度

巡
っ
て
来
ま
す
が
、
特
に
日
は

選
ば
ず
に
祀
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。

　

古
渡
田
宿
の
一
部
（
愛
宕
下
）

で
も
数
年
お
き
に
お
祀
り
し
て

お
り
ま
す
。今
度
の
当
家
で
は

四
月
の
庚
申
の
日
を
予
定
し
て

い
る
そ
う
で
す
。筆
者
の
若
い

頃
は
年
一
回
く
ら
い
行
わ
れ
、

祀
り
の
後
は
無
礼
講
の
宴
会
と

な
り
、
夜
中
の
十
二
時
を
過
ぎ

る
ま
で
は
帰
れ
な
か
っ
た
も
の

で
す
。　
　

　

庚
申
の
夜
は
身
を
慎
む
べ
し

と
言
わ
れ
、
夜
が
明
け
る
ま
で

飲
み
明
か
す
こ
と
が
習
わ
し
だ

っ
た
よ
う
で
す
。羽は
に
ゅ
う生
で
も「
お

庚
申
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞

き
訪
ね
て
み
ま
し
た
。七
・
八

軒
の
講
が
三
組
ほ
ど
あ
り
年
一

回
～
二
回
祀
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。古
く
は
お
も
に
姓
を
同
じ

く
す
る
家
が
あ
つ
ま
っ
て
祀
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

講
の
日
に
は
当
家
が
代
表
し

て
庚こ
う
し
ん
づ
か

申
塚
を
清
め
お
参
り
す
る

そ
う
で
す
。羽
生
の
山
際
の
道

を
行
く
と
浅せ
ん
げ
ん間
神
社
の
石
段
下

に
庚
申
塚
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
な
り
荒
廃
し
て
い
た
も
の
を

昭
和
五
十
五
年
庚
申
の
年
に
改

修
し
、
立
派
な
塚
と
し
て
祀
り

な
お
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
多
く
の
庚
申
塔
や

庚
申
塚
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ

こ
の
庚
申
塔
は
殊
に
特
徴
が
よ

く
見
ら
れ
、
最
上
部
に
日
天
、

月
天
を
戴
き
、
憤ふ
ん
ぬ怒
の
形
相
の

青し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

面
金
剛
が
天あ
ま
の
じ
ゃ
く

邪
鬼
を
踏
み
つ

け
て
い
ま
す
。踏
み
つ
け
ら
れ

苦
悶
の
表
情
な
が
ら
何
か
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
も
見
え
興
趣
を
そ
そ

ら
れ
ま
す
。こ
れ
は
、
わ
ざ
と

他
人
の
言
う
こ
と
に
逆
ら
っ
た

り
、
片
意
地
を
張
っ
た
り
す
る

こ
と
を
戒
め
て
い
る
様
子
を
表

し
、
台
石
に
は
三さ
ん
え
ん猿
が
刻
ま
れ

『
見
ざ
る
言
わ
ざ
る
聞
か
ざ
る
』

の
教
え
を
表
し
て
い
ま
す
。教

育
の
行
き
届
か
な
か
っ
た
地
方

で
、
生
き
方
の
基
本
を
示
し
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

庚
申
信
仰
は
中
国
の
道
教
に

由
来
し
、
平
安
時
代
に
日
本
へ

伝
わ
り
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に

か
け
て
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

干え

と支
の
庚
申
の
年
（
六
十
年
周

期
）
に
多
く
の
庚
申
塚
や
お
堂

が
建
立
さ
れ
、
各
地
に
残
っ
て

い
ま
す
。数
年
前
、
群
馬
県
の

山
道
で
夥
お
び
た
だし
い
庚
申
塔
を
見
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

庚
申
の
夜
に
は
、
身
体
の
な

か
に
い
る
三さ
ん
し尸
と
い
う
虫
が
抜

け
出
し
、
そ
の
人
の
罪
を
天
帝

に
告
げ
る
と
い
わ
れ
、
仏
教
の

家
で
は
青
面
金
剛
ま
た
は

帝た
い
し
ゃ
く
て
ん

釈
天
を
、
神
道
の
家
で
は

猿さ
る
だ
ひ
こ

田
彦
を
祀
っ
て
徹
夜
で
過
ご

す
習
し
が
有
り
、
こ
の
地
域
で

も
数
年
前
ま
で
は
広
く
行
わ
れ
、

江
戸
時
代
に
詠
ま
れ
た
「
五
右

衛
門
の
親
庚
申
の
夜
を
忘
れ
」

と
い
う
川
柳
が
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
『
浮
島
風
土
記
』（
人
見

暁
郎
）に
よ
る
と
、浮
島
柳や
ぎ
な
わ縄
の

旧
家
に
残
る
古
文
書
に
は
、
庚

申
祀
り
の
夜
に
地
震
が
来
る
と

「
え
ど
づ
け
」し
て
、
次
の
夜
も

再
度
祀
る
習
し
だ
っ
た
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。「
え
ど
づ
け
」
と

は
「
重
ね
て
居
続
け
る
」
が
訛な
ま

っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。十
数

年
前
ま
で
「
よ
ん
べ
は
え
ど
づ

げ
で
」
な
ど
と
話
し
て
い
た
の

を
聞
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
羽

生
や
近
く
の
庚
申
塚
を
訪
ね
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
参
考
文
献　

広
辞
苑
、
浮
島
風
土

記
、桜
川
村
史
考
）

●
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
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９
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７
９
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３
２
１
１

ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

夏
く
る
と
思
へ
ど
遠
し
雷
の
音	

坂
本
美
園（
戸
張
）

芽
柳
や
水
に
光
り
の
戻
り
け
り	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

白
梅
の
一
つ
一
つ
に
日
の
温
み	

代
静（
犬
塚
）

哭
く
波
の
沖
よ
り
寄
せ
く
る
震
災
日	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

ボ
ー
ル
打
つ
音
軽
ろ
や
か
や
日
脚
延
ぶ	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

青
空
の
白
雲
正
に
春
の
色	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

放
射
能
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
仮
眠
中	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

青
き
芽
の
急
に
現
わ
る
春
の
土	

宮
本
芳
子（
切
通
）

頑
張
り
も
と
き
に
は
ゆ
る
み
梅
日
和	

福
本
き
み
え（
新
山
）

侘
介
や
今
日
も
昨
日
も
風
の
中	

岡
村
敏
子（
新
山
）

動
く
地
に
震
え
る
ひ
な
の
髪
飾
り	

笠
間
円（
駒
塚
）

春
雪
に
汚
れ
の
見
え
て
白
椿	

中
條
や
い
子（
大
宿
）

母
の
忌
や
羅
漢
山
い
ま
竹
の
秋	

篠
田
邑
草（
新
山
）

演
じ
き
る
役
者
魂
春
の
葬	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

い
つ
ま
で
も
寒
い
と
交
は
す
彼
岸
寺	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

い
ぬ
ふ
ぐ
り
畑
一
面
を
我
が
物
に	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

種
籾
の
芽
出
し
に
父
の
春
始
動	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）　

耕
し
の
音
高
ら
か
に
耕
運
機	

富
元
禮
子（
古
渡
）

美
し
く
咲
い
て
は
び
こ
り
仏
の
座	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

珍
し
き
鳥
来
て
春
の
干
拓
地	

埜
口
信
子（
阿
波
）

一
抱
え
は
こ
べ
引
き
抜
く
蛙
ご
と	

小
貫
和
子（
浮
島
）　　

黄
一
色
水
仙
庭
の
華
や
ぎ
に	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

春
の
泥
球
児
の
胸
に
黒
々
と	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

手
が
震
え
書
く
こ
と
出
来
ぬ
と
幼
な
友
賀
状
が
繋
ぐ
糸
は
切
れ
た
り	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

目
が
し
ら
は
い
つ
し
か
熱
く
ぬ
れ
き
つ
つ
画
面
に
映
る
震
災
い
ち
ね
ん	

内
田
君
代（
沼
田
）

冬
空
に
物
言
い
た
げ
に
チ
カ
チ
カ
と
月
な
き
夜
も
吾
を
引
き
寄
す	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

贈
ら
れ
し
ピ
ン
ク
の
ス
カ
ー
フ
首
に
巻
き
思
い
出
滲
む
春
の
街
行
く	
根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

亡
き
妻
の
最
後
の
料
理
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
作
り
て
偲
ぶ
命
日
今
日
は	
根
本
正
直（
門
前
）

か
る
た
取
り
五
歳
に
な
り
し
曽
孫
の
手
我
よ
り
早
く
得
意
顔
な
り	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

秘
湯
と
云
う
高
湯
温
泉
来
て
み
れ
ば
昔
な
つ
か
し
湯
宿
の
匂
い	

松
本
静
子（
西
町
）

「
コ
ン
コ
ン
コ
ン
、コ
ン
コ
ン
コ
ン
」と
森
の
中
木
を
叩
く
音
あ
れ
ば
啄き
つ
つ
き

木
鳥	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

震
災
の
が
れ
き
の
山
は
動
か
ね
ど
何
か
を
言
わ
ん
と
す
る
が
ご
と
く
に	

山
本
彰
治（
高
田
）

ふ
る
里
に
帰
れ
ぬ
人
の
哀
し
さ
よ
我
が
ふ
る
里
に
も
原
発
の
あ
り	

財
部
睦
美（
光
葉
）

震
災
の
テ
レ
ビ
に
又
も
涙
す
る
君
の
小
さ
き
肩
に
手
を
添
う	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

若
き
日
を
広
き
濕
田
に
客
土
せ
し
は
わ
が
生
涯
の
記
憶
に
重
し	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

圃
場
の
果
の
わ
が
里
す
っ
ぽ
り
か
く
れ
た
り
圏
央
道
の
工
事
す
す
み
て	

川
村
と
み（
堀
川
）

ひ
な
祭
り
待
ち
し
彌
生
は
来
た
れ
ど
も
春
の
息
吹
き
は
ほ
ど
遠
か
り
き	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

羽
化
脱
皮
な
く
て
過
ぎ
た
り
あ
と
戻
り
出
来
ぬ
我
が
身
に
春
は
め
ぐ
れ
り	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

足
も
と
に
ポ
ト
リ
落
ち
た
る
柿
の
花
は
つ
る
命
の
寂
し
き
ひ
び
き	

福
田
雅
子（
上
根
本
）

庭
松
に
つ
も
る
淡
雪
朝
の
日
に
き
ら
き
ら
散
ら
す
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ぞ	

柴
崎
文
子（
町
田
）

亡
き
友
と
交
し
し
文
を
読
み
て
い
る
雪
が
呉
れ
た
る
回
顧
の
ひ
と
日	

小
泉
實（
福
田
）

ぼ
た
雪
の
道
路
を
ば
し
ゃ
ば
し
ゃ
踏
み
潰
す
息
子
の
運
転
そ
の
顔
た
の
も
し	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

枝
に
置
く
り
ん
ご
啄
む
椋
鳥
を
編
む
手
を
止
め
て
し
ば
し
見
て
い
る	

根
本
邦
子（
押
砂
）

大
寒
に
道
路
工
事
の
旗
を
振
る
若
き
お
み
な
は
寒
さ
を
見
せ
ず	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

春
雷
は
天
地
ゆ
る
が
し
ひ
と
つ
鳴
り
素
し
ら
ぬ
ふ
り
に
雨
を
残
せ
り	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

一
袋
ご
と「
安
全
保
障
」の
シ
ー
ル
貼
り
友
に
送
り
し
新
米
少
し	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

△お庚申宿

△庚申塚（羽生）

△庚申講掛け軸
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広報へのご意見を！　
市民のみなさんのご意
見、ご提案を今後の編
集に反映していきたい
と思います。

広報稲敷　5月号　発行日：平成24年4月27日
発行：稲敷市／編集：稲敷市市長公室秘書広聴課／〒300-0595茨城県稲敷市江戸崎甲3277番地1
tel.029-892-2000（内線2400）fax.029-892-0906 ／稲敷市 HPhttp:// www.city.inashiki.lg.jp/

編集後記　
▽桜は咲きほこり、野の草花もかわいらしい花をつけ、そこかしこに生命の躍動感を感じます。皆
様にはどのような春が訪れたのでしょうか。（w）　▽リバーサイド公園も新しくなり、小野川沿い
の散歩も快適です。近くに行ったら、寄ってみてください。（栗）　▽5年間付き合ってきたMac た
ちと3月でお別れに。今まで拙い文章にお付き合いいただいた皆様、ありがとうございました。（i）

来月号から公共交通を利用した、「ぶ
らりバス歩き」を数回に渡って掲載
していきます。
　公共交通を利用して散策できる場
所や、名所などをご紹介します。
　公共交通を守り育てていくために
も、自分達の公共交通機関として、
積極的なご利用をお願いします。
公共交通に関する問合せ先：
稲敷市企画課（江戸崎庁舎）

tel.029-892-2000（内線2606）

佐原駅下総神崎駅

滑河駅

JR成田線成田空港行

竜ヶ崎駅行

土浦駅行
土浦駅行

大戸駅

霞ヶ浦

江戸崎庁舎
稲敷 IC

東京駅行
佐原駅行

首都圏中央連絡自動車道

新利根庁舎

桜川庁舎

東庁舎

バス路線マップ

桜東バス（晃進物流）
　　　tel.0299-79-2799
1 江戸崎〜佐原線
2 十余島線
3 江戸崎～角崎線

ブルーバス
　　　tel.029-894-2505
4 江戸崎～古渡～桜川庁舎
5 江戸崎～神宮寺～桜川庁舎
6 桜川庁舎～本新～西代

ジェイアールバス関東
　　　tel.029-821-5234
7 江戸崎～土浦線
8 江戸崎～君島～土浦線

関東鉄道
　　　tel.029-892-2331
9 江戸崎～竜ヶ崎線

高速バス（関鉄グリーンバス）
　　　tel.0291-33-3181
⓾ 鉾田駅～東京駅

AIRPORT　LINER　NATTS
　　　tel.029-822-5345
⓫ 土浦～成田空港
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